
（１）地域の子育て家庭の支援

①総合的な子育て支援サービスの展開

達成度

達成度

達成度

達成度

福祉課

子ども家庭支援セ
ンター機能の充実

民生委員等の活動
支援

2

3

4

施策名

住民との協働

子育て応援課・デジタル推進課
子ども家庭センター課

基本目標１

1

　すべての子育て家庭の支援

令和６年度

・毎月、広報みずほの「子育て」の
コーナーの中で、ひばり、あすなろ児
童館等の情報を掲載している。
・ホームページに、毎月の子育て支援
事業の情報を、決定後速やかに掲載し
ている。
・広報番組は、ひばり、あすなろ児童
館の職員が出演し、子育て支援情報の
ほか、移動児童館やその他児童館事業
の情報を発信している。また、事業を
マスコミに情報提供したり、広報広聴
係や担当課による取材を通し、広報み
ずほで事業を実施した情報を提供して
いる。
・毎年度、子育て支援に関する情報を
掲載した「子育てほっとブック」を作
成し、窓口で配布している。

・ボランティア団体「おひさまキッチ
ンの会」が多世代間交流事業として、
朝食を提供し一緒に食べる活動を支援
した。令和5年度は瑞穂第一小学校と
第四小学校に加え、新たに9月から第
三小学校で実施した。3校とも家庭科
室を使用し、4月から1月の参加者は、
瑞穂第一小学校が203人、瑞穂第三小
学校は116人瑞穂第四小学校は240人の
参加となった。8月・9月は民間から寄
付されたジェラートを提供した。
・子育てガイドブックと健康課アプリ
の連携は７年度発行に向けて、関係機
関と検討中

課題
広報及びホームページの充実
とその他の周知方法の調査研
究が必要

【目標】
こども家庭支援センターの周知

【目標】

令和５年度

子ども家庭センター課

【進捗状況】

【目標】

・広報、ひばりだより、リーフレット
等の配付により周知した。
・ホームページを適宜更新し施設紹
介、事業ＰＲに努めた。

子ども家庭センター課

子育て相談の充実

子育て支援情報の
提供

【目標】

子ども家庭支援センターの周知

【進捗状況】

関係機関との更なる連携強化

【進捗状況】 【進捗状況】

関係機関との更なる連携強化

・広報、ひばりだより、リーフレット
等の配布により周知した。
・ホームページを適宜更新し施設紹
介、事業ＰＲに努めた。
・子育てナビ「ワクワクみずほ」を活
用し周知を行った。

要保護児童対策地域協議会を通じ、構
成する各関係機関の更なる連携に努め
た。

要保護児童対策地域協議会を通じ構成
する各関係機関の更なる連携に努め
た。また社会福祉協議会主催の地域会
議に出席し情報共有に努めた。

【目標】 【目標】
広報紙、ホームページ及び広報番
組を活用した効果的な情報提供

広報紙、ホームページ及び広報番
組を活用した効果的な情報提供

【進捗状況】 【進捗状況】

・毎月「広報みずほ」の「子育て」の
コーナーの中で、ひばり、あすなろ児
童館等の情報を掲載している。
・ホームページに、毎月の子育て支援
事業の情報を、決定後速やかに掲載し
ている。
・広報番組は、ひばり、あすなろ児童
館の職員が出演し、子育て支援情報の
ほか、移動児童館やその他児童館事業
の情報を発信している。また、事業を
マスコミに情報提供したり、広報広聴
係や担当課による取材を通し、「広報
みずほ」で事業を実施した情報を提供
している。
・子育て支援に関する情報を掲載した
「子育てほっとブック」を作成し、転
入や出生による手続時、また各種相談
時に窓口で配布した。また、子育て支
援制度プッシュ通知の活用を行うとと
もに、東京都の「018サポート」の案
内も窓口や町ホームページで行った。
・子育てナビ「ワクワクみずほ」を活
用し周知を行った。

【目標】 【目標】
・民生委員・児童委員協議会、ボラン
ティア団体等の活動に必要な情報提供
及び支援を行い、地域福祉活動の充実
を図る。
・子育てガイドブックと健康課アプリ
の連携を検討する。

・民生委員・児童委員協議会、ボラン
ティア団体等の活動に必要な情報提供
及び支援を行い、地域福祉活動の充実
を図る。
・子育てガイドブックと健康課アプリ
の連携を検討する。

・民生委員・児童委員協議会定例会の
場などを活用して情報提供等を行っ
た。また、ボランティア団体「おひさ
まキッチンの会」が実施している、小
学校で朝食を提供する活動を支援し
た。
・子育てガイドブックについては、令
和７年度の改訂に合わせて、健康課ア
プリとの連携が行えるよう検討を進め
ている。

【進捗状況】 【進捗状況】

・保育園、民生委員との連携強化
・要保護児童対策地域協議会委員の連携強化

Ｂ

Ｂ
各関係機関での更なる意識向
上につながる要保護児童対策
地域協議会の運営

Ｂ
・ホームページの運用を、各
担当部署が確実に行うよう徹
底
・提供した情報の効果の検証
方法について研究が必要
・既存の媒体以外での効果的
な情報提供方法についての研
究が必要

Ｂ
事業達成のため、福祉課、民
生・児童委員と健康課の連携
が必要

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）地域の子育て家庭の支援

②在宅の子育て支援サービスの拡充

達成度

達成度

達成度

住民との協働

1

2

3

一時預かりの拡充

令和５年度

一時預かり事業の適正実施

【進捗状況】

子育て応援課

ファミリー・サ
ポート・センター
の充実

子ども家庭センター課

令和６年度施策名

子ども家庭センター課

虐待リスクを抱える家庭への
支援

【進捗状況】

提供会員の確保 提供会員の確保

【進捗状況】

一時預かり事業の適正実施

【目標】

課題

提供会員の研修を年4回実施
し、延べ24人受講した。

提供会員の研修を年4回実施
し、延べ26人受講した。

【進捗状況】

虐待リスクを抱える家庭への
支援

【目標】

町内全園で適正に実施中。新
型コロナウイルス感染症の影
響により利用者数が減少して
いたが、最近は復調傾向。

町内全園で適正に実施中。

【目標】

【進捗状況】

Ｂ
【目標】 若年妊婦、産後うつ等の

特定妊婦や問題を抱える
家庭の児童虐待へのリス
クをどれだけ軽減できる
かの適切な評価

事故のない安全な活動の
ための研修内容、実施方
法について研修成果を踏
まえた改善の継続

【目標】

ファミリー・サポート・センター提供会員への登録

育児支援ヘルパー
事業の充実 令和7年1月末現在、育児支援

ヘルパーの派遣実績はない
が、専門的相談支援は実施し
ている。

Ｂ

【進捗状況】

令和6年1月末現在、育児支援
ヘルパーの派遣実績はない
が、専門的相談支援は実施し
ている。

Ａ
【目標】

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）地域の子育て家庭の支援

③親子交流事業等の拡充

達成度

達成度

達成度

住民との協働

施策名

1

2

3

令和５年度 令和６年度

【目標】 【目標】

・引き続き、感染症感染拡大
防止対策をふまえた内容の模
索
・既存事業の内容を充実
・親子で気軽に立ち寄れる雰
囲気づくり

・感染症感染拡大防止対策を
ふまえた内容の模索
・既存事業の内容を充実
・親子で気軽に立ち寄れる雰
囲気づくり

子育て応援課

子育てひろばの拡
充

三世代交流の推進

子育て応援課

子育て応援課

課題

・広報及びホームページ
の充実とその他の周知方
法の調査研究が必要
・保護者も楽しめ参加意
欲が向上する事業の工夫
が必要

Ｂ
通常の活動等でボラン
ティアの参加を定着させ
たり、各種事業への参加
を依頼したりすることが
必要

Ａ
事業を地域住民に定着さ
せることが必要

【進捗状況】

・児童館では、親子で行う工
作や運動など、楽しみながら
参加できるよう事業を実施し
ている。
・感染症感染拡大防止対策を
徹底し、１園のみ未実施で実
施中

・児童館では、親子で行う工
作や運動など、楽しみながら
参加できるよう事業を実施し
ている。
・感染症感染拡大防止対策を
徹底し、１園のみ未実施で実
施中

【進捗状況】

【目標】

子どもまつり等各種行事にお
ける交流機会の設定

子どもまつり等各種行事にお
ける交流機会の設定

【目標】

【進捗状況】

9/30（土）子どもまつりを実
施した。その他交流事業も、
感染症拡大防止対策を行いな
がら実施中

6/22（土）子どもまつりを実
施した。その他交流事業も、
感染症拡大防止対策を行いな
がら実施中

【進捗状況】

【目標】 【目標】

期間限定移動児童館（129
回）、幼児移動児童館（72
回）、就学児向け移動児童館
（45回）を実施した。

期間限定移動児童館（114
回）、幼児移動児童館（59
回）、就学児向け移動児童館
（37回）を実施した。

移動児童館事業の充実 移動児童館事業の充実

・地域ボランティアや民生委員の方々の様々な協力が必要
・民間企業との連携

児童館事業の充実 【進捗状況】 【進捗状況】

Ａ

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）地域の子育て家庭の支援

④地域における子育てグループの支援

達成度

令和５年度 令和６年度

【目標】【目標】

【進捗状況】 【進捗状況】

・事業における親子が交流で
きる機会の確保（グループ作
りのきっかけとするため）
・子育てグループづくりと活
動支援

・事業における親子が交流で
きる機会の確保（グループ作
りのきっかけとするため）
・子育てグループづくりと活
動支援

課題

グループの設立やＰＲす
るための支援方法の検討

・児童館では、幼児室にグ
ループについての案内を掲示
するとともに、グループ用の
掲示スペースを設けた。
・子ども家庭支援センターで
は、チラシの掲示、活動場所
の提供を行った。

・児童館では、幼児室にグ
ループについての案内を掲示
するとともに、グループ用の
掲示スペースを設けている。
・子ども家庭支援センターで
は、チラシの掲示、活動場所
の提供を行った。

Ｂ

住民との協働 住民が組織する地域子育てグループとの連携

施策名

1

地域の子育てグ
ループの支援

子育て応援課・子ども家庭センター課

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）地域の子育て家庭の支援

⑤児童手当等の支給

達成度

施策名 令和６年度 課題

Ａ

適正な手続処理及び給付

【目標】

適正な手続処理（制度改正の
対応含む）及び給付

令和５年度

子育て応援課

児童手当等の給付 令和6年10月には制度の抜本的
拡充があったが、対象となり得
る世帯に個別に通知とともに、
町ホームページ、広報みずほ等
で周知を徹底した。また、認定
や支給事務についても滞りなく
行うことができた。

【目標】

住民との協働

1

【進捗状況】

手続き処理及び給付は適正に執
行した。また、４月に認定請求
の手続き等、マイナポータル
（ぴったりサービス）による受
付を開始した。

【進捗状況】

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（２）待機児童の解消への取組みと保育サービスの充実

①待機児童の解消への取組

達成度

達成度

施策名

子育て応援課

民間保育所の開設

【進捗状況】

令和５年度 令和６年度 課題

待機児童の解消

Ｂ

【目標】

・子ども・子育て支援新制度
への移行や施設の増改築等の
要望があった場合、支援を検
討

・幼稚園等の子ども・子育て
支援新制度への移行
・既存施設の増改築による定
員拡大

・幼稚園等の子ども・子育て
支援新制度への移行
・既存施設の増改築による定
員拡大

町内幼稚園2園、認定こども
園（幼稚園部分）1園で継続
実施

Ｂ

今後ニーズが増加すれば
拡充する必要あり

【進捗状況】

町内幼稚園2園、認定こども
園（幼稚園部分）1園での継
続実施

町内幼稚園2園、認定こども
園（幼稚園部分）1園で継続
実施

【進捗状況】
1

2

【進捗状況】

【目標】

・子ども・子育て支援新制度
への移行や施設の増改築等の
要望があった場合、支援を検
討

町内幼稚園2園、認定こども
園（幼稚園部分）1園での継
続実施

【目標】

【目標】

住民との協働

子育て応援課

幼稚園の預かり保
育の拡充

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（２）待機児童の解消への取組みと保育サービスの充実

②保育サービスの充実

達成度

達成度

達成度

達成度

令和５年度 令和６年度

子育て応援課

病後児保育の実施

子育て応援課

病児・病後児保育利用料補助
金交付の実施及び周知

病児・病後児保育利用料補助
金交付の実施及び周知

延長保育の充実

子育て応援課

【目標】 【目標】

子育て応援課

保育の質の向上

第三者によるサー
ビス評価の実施と
支援

課題

・朝時間の拡充

Ａ

Ｂ

周知の徹底

Ｃ

第三者評価回収率の向上

Ｂ

子ども・子育て支援法に
基づく指導検査のノウハ
ウ習得

延長保育の適正実施 延長保育の適正実施

【進捗状況】 【進捗状況】

・5月及び11月子育て講演会
実施
・9月給食研究会実施
・読み聞かせ推進事業は、希
望園に配布
・8月及び12月に指導検査に
準じた立入調査を実施

【進捗状況】 【進捗状況】

町内全園で適正に実施中

【目標】 【目標】

適正に実施中

・羽村市及び福生市の施設並
びに訪問型で5名が延べ日数
15日間利用

【目標】 【目標】

・読み聞かせ推進事業及び保
育士研修の実施
・指導検査への取組

【目標】

・読み聞かせ推進事業及び保
育士研修の実施
・指導検査への取組

公立認可保育所等への補助金
交付継続

・羽村市及び福生市の施設で
4名が延べ日数13日間利用

第三者評価を実施する認定こ
ども園1園に補助金を交付予
定

第三者評価を実施する認定こ
ども園1園に補助金を交付予
定

・9月及び2月（予定）子育て
講演会実施
・7月給食研究会実施
・読み聞かせ推進事業は、希
望園に配布
・6～7月及び11～12月に指導
検査に準じた立入調査を実施

【進捗状況】 【進捗状況】

公立認可保育所等への補助金
交付継続

【目標】

施策名

1

2

3

4

保育ニーズの把握のための第三者評価実施住民との協働

【進捗状況】 【進捗状況】

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-７-



（３）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

①仕事と家庭が両立しやすい就労環境づくりの推進

達成度

達成度

父親の育児への参
加促進

子ども家庭センター課・子育て応援課

仕事と子育てが両
立する働きかけ

協働推進課・子育て応援課

・妊娠届出時に父親ハンドブッ
クを配布(子ども家庭センター
課）
・予約制で両親学級を実施して
いる。その中で父親の育児への
参加促進のための意識啓発のプ
ログラムを行っている。(子ど
も家庭センター課)
・育児・介護休業法の改正を受
け、産後パパ育休の創設等、父
親も育児休業を取りやすくなっ
ていることを周知している。妊
娠届出時に配布するリーフレッ
トにも父親が育休を取得できる
ことを記載している。(子ども
家庭センター課)
・父親向けにイラストが多く目
につきやすい新たな啓発教材の
配布を開始した。(子ども家庭
センター課)
・父親も参加できるスラックラ
インの事業を引き続き実施。ま
た、日常では、父親と子どもが
一緒に遊べる遊具を設置してい
る。(子育て応援課)
・父親も参加できる保護者交流
事業や、遊びの場を提供した。
(子ども家庭センター課)

【進捗状況】

【進捗状況】

【目標】

令和５年度 令和６年度 課題

・仕事と子育ての両立
・父親の育児への参加促
進につながる魅力ある事
業の検討

Ｂ
【目標】

【目標】 【目標】

・既存の事業を通した父親への
育児参加啓発の継続

・既存の事業を通した父親への
育児参加啓発の継続

・健康課では、妊娠届出時に父
親ハンドブックを配布
・予約制で両親学級を実施して
いる。その中で父親の育児への
参加促進のための意識啓発のプ
ログラムを行っている。
・育児・介護休業法の改正を受
け、産後パパ育休の創設等、父
親も育児休業を取りやすくなっ
ていることを周知している。妊
娠届出時に配布するリーフレッ
トにも父親が育休を取得できる
ことを記載した。
・健康課では、啓発教材の検討
を開始した。
・児童館では、父親も参加でき
るスラックラインの事業を引き
続き実施。また、日常の児童館
では、父親と子どもが一緒に遊
べる遊具を設置している。
・子ども家庭支援センターで
は、父親も参加できる保護者交
流事業や、遊びの場を提供し
た。

【進捗状況】

Ｂ

男女共同参画社会推進の
ための情報共有・意識啓
発

男女共同参画社会推進の
ための情報共有・意識啓
発

・協働推進課・子育て応援
課だけでなく、総務課及び
各部署において仕事と子育
てを両立する働き掛けを行
う必要がある。
・職員向けの庁内報等の発
行により、職員の意識啓発
を促進する必要がある。

・広報みずほに男女共同参画に
関する啓発記事を掲載した。
・職員に対する情報提供及び啓
発を目的とし、庁内掲示板で
「男女共同参画メールマガジ
ン」を定期的に掲載した。
・人生を長く楽しむための「50
代からのキャリアデザイン」を
テーマに、女性しごと応援キャ
ラバン＆個別相談会を開催し
た。
・男女共同参画社会推進事業
（川柳募集等・講演会）を通
じ、男女共同参画に対する意識
啓発を行った。
・子育てと仕事の両立を目指す
方に向けた「マザーズハロー
ワーク立川出張相談会」を、あ
すなろ児童館で行った。（2月8
日、13日）

・広報みずほに男女共同参画に
関する啓発記事を掲載した。
・可能性を広げるしごと探し
「応募したい求人に出会うコ
ツ」をテーマに、女性しごと応
援キャラバン＆個別相談会を開
催した。
・男女共同参画社会推進事業
（川柳募集等・講演会）を通
じ、男女共同参画に対する意識
啓発を行った。

【進捗状況】

・瑞穂町男女共同参画社会推進委員会と企画し、男女共同参画社会の推進を目
的として、様々なテーマの講演会（年１回）を実施している。
・ボランティアとして、両親学級で乳児の母・父に、実際の育児体験などを
語ってもらっている。

住民との協働

施策名

1

2

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-８-



（３）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

②女性の就労支援

達成度

令和５年度 令和６年度施策名 課題

関係機関との連携強化 関係機関との連携強化

【進捗状況】 【進捗状況】

8月の児童扶養手当等の現況
届受付時に、西多摩福祉事務
所及びハローワークによる就
労相談会を2日間開催した
（相談件数18件）。また、児
童扶養手当等の現況届特設窓
口において、就労に関するチ
ラシ等を配置し、周知を図っ
た。

随時相談は、関係機関を案内
する等で適切に対応した。ま
た、8月の児童扶養手当等の
現況届受付時に、西多摩福祉
事務所及びハローワークによ
る就労相談会を3日間開催し
た（相談件数17件）。

子育て応援課

関係機関との情報共有及
び連携を継続

【目標】 【目標】

Ｂ

住民との協働

1

就労に関する情報
提供

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-９-



（１）母と子の健康づくりの推進

①疾病予防・健康増進事業の推進

達成度

達成度

【目標】 【目標】

【進捗状況】

・国「健やか親子21（第2
次）」に基づく乳幼児健診時
の集計（前年度データ）（1歳
6か月児健診までに予防接種を
終了している者の割合）で、
四種混合初回、麻しん・風し
んⅠ期で、国の直近値以上を
目指す。
・子育てモバイルサービスの
充実と利用率の向上（子育て
モバイルの0歳児の登録率
97.0%以上）

2

住民との協働

予防接種率の向上

子ども家庭センター課

施策名

1

健診受診率
・3～4か月児健診　98.0%以上
・1歳6か月児健診　92.0%以上
・3歳児健診　99.0%以上
・上記健診の未受診者の健康状態
を把握し、健康状態が把握できな
い場合は子ども家庭支援センター
に所在不明児童として通告する。

【進捗状況】

健診受診率
・3～4か月児健診　98.5%
・1歳6か月児健診　100.6%
・3歳児健診　95.6%
・円滑な事業実施のため、予約制
で行っている。
・未受診者の健康状態把握や、安
否不明事例の関係機関との連携は
継続中

基本目標２

乳幼児健康診査の
充実

子ども家庭センター課

課題令和５年度 令和６年度

【目標】 なかなか連絡が取れない
家庭も多く、受診率を低
下させないため、また、
未受診者の状況把握のた
めに、多くの人員と時間
を割かざるを得ないこと
が課題

【目標】

Ｂ

【進捗状況】

健診受診率（1月末現在）
・3～4か月児健診　100.0%
・1歳6か月児健診　98.5%
・3歳児健診　101.6%
・円滑な事業実施のため、予約制
で行っている。
・未受診者の健康状態把握や、安
否不明事例の関係機関との連携は
継続中

健診受診率
・3～4か月児健診　98.0%以上
・1歳6か月児健診　92.0%以上
・3歳児健診　99.0%以上
・上記健診の未受診者の健康状態
を把握し、健康状態が把握できな
い場合は子ども家庭支援センター
に所在不明児童として通告する。

【進捗状況】

・国「健やか親子21（第3
次）」（予定）に基づく乳幼
児健診時の集計（前年度デー
タ）（1歳6か月児健診までに
予防接種を終了している者の
割合）で、四種混合（五種混
合）初回、麻しん・風しんⅠ
期で、国の直近値以上を目指
す。
・子育てモバイルサービスの
充実と利用率の向上（子育て
モバイルの0歳児の登録率
97.0%以上）

　母と子の健康づくり

子育てモバイルサービス
の利用を促進するため、
チラシの配布を関係各課
や保育園等との連携を継
続して実施する。また、
魅力あるサービスとなる
よう、内容の充実を図る
必要がある。

Ｂ

・モバイルサービスのチラシを予
診票に同封するとともに、就学時
健診の際にもチラシの配布を依頼
し、利用の促進と接種の勧奨を実
施した。
・乳幼児健診受診時に接種状況を
確認し、接種勧奨を実施した。
・麻しん・風しん２期と二種混合
予防接種について、未接種者に再
勧奨を実施した。
・国「健やか親子21（第2次）」
に基づく乳幼児健診時の集計（令
和4年度データ）（1歳6か月児健
診までに予防接種を終了している
者の割合）では、四種混合で
94.3%、麻しん・風しんⅠ期で
86.3%となっている。（国の直近
値（令和3年度データ）は四種混
合97.7%、麻しん・風しん94.1%）

・モバイルサービスのチラシを予
診票に同封するとともに、就学時
健診の際にもチラシの配布を依頼
し、利用の促進と接種の勧奨を実
施した。
子育てモバイルの0歳児の登録率
66.7%（1月末現在）
・乳幼児健診受診時に接種状況を
確認し、接種勧奨を実施した。
・麻しん・風しん２期と二種混合
予防接種について、未接種者に再
勧奨を１月に実施した。
・国「健やか親子21（第2次）」
に基づく乳幼児健診時の集計（令
和5年度データ）（1歳6か月児健
診までに予防接種を終了している
者の割合）では、四種混合で
95.7%、麻しん・風しんⅠ期で
83.5%となっている。（国の直近
値（令和4年度データ）は四種混
合96.9%、麻しん・風しん93.2%）

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-１０-



（１）母と子の健康づくりの推進

②妊娠・出産・乳幼児の育児に関する切れ目のない保健対策の推進

達成度

達成度

Ａ

【進捗状況】 【進捗状況】

・10月に組織改編が行われ子育て
世代包括支援センター「ゆりかご
ステーション」を内包する母子保
健係は子ども家庭センター課に属
することになった。「ゆりかごス
テーション」は、母子保健コー
ディネーター3名、常勤保健師1名
に加え、10月から母子保健ワー
カーを1名任用し、多様な支援
ニーズ、支援困難ケースへの対応
等への体制強化に取り組んだ。ま
た、事例検討会議等を実施し、
スーパーバイザーからの助言を受
けるなどスキルアップを図ってい
る。
・子育て応援課をはじめとした他
部署、関係機関との連絡を密に
し、連携強化を図っている。
・産前・産後サポート事業は、地
域住民との協働事業のため、その
担い手となる母子保健サポーター
育成のためフォローアップ研修を
実施した。
・国「健やか親子21（第2次）」
に基づく乳児健診時の集計（令和
5年度データ）「妊娠・出産に満
足している者の割合」89.8%。未
受診者の健康状態把握や、安否不
明事例の関係機関との連携は継続
中。
・1歳を迎える児のいる家庭を対
象とした「バースデーサポート事
業」の家事・育児パッケージ（電
子カタログギフト）を増額し、経
済的支援の充実も図っている。

・子育て世代包括支援センター
「ゆりかごステーション」は、母
子保健コーディネーター3名と常
勤保健師1名で運営しているが、
多様な支援ニーズ、支援困難ケー
スへの対応等、求められる相談支
援業務も複雑で対応が難しくなっ
ている。対応力強化のため研修へ
の参加や事例検討会議等を実施
し、スーパーバイザーの助言をい
ただいている。
・子ども家庭支援センターをはじ
め、関係機関との連絡を密にし、
連携強化を図っている。
・産前・産後サポート事業（通所
型）などは、感染防止対策を施し
滞りなく実施している。また、地
域住民との協働事業のため、母子
保健サポーターを育成のための
フォローアップ研修を実施した。
・国「健やか親子21（第2次）」
に基づく乳児健診時の集計（令和
4年度データ）「妊娠・出産に満
足している者の割合」88.4%。未
受診者の健康状態把握や、安否不
明事例の関係機関との連携は継続
中。
・令和5年3月に開始した「妊婦・
子育て家庭への伴走型相談支援と
経済的支援の一体的実施事業（出
産・子育て応援交付金）」に加
え、1歳を迎える児のいる家庭を
対象とした「バースデーサポート
事業」を開始し、相談支援体制の
強化や経済的支援の充実を図って
いる。

【目標】

妊産婦への支援

子ども家庭センター課

令和６年度

乳児家庭全戸訪問
の実施

子ども家庭センター課

【目標】

・相談員（母子保健コーディ
ネーター）の相談スキルを高
め、妊婦・子育て家庭にきめ
細かく寄り添う伴走型相談支
援を推進する。
・子育て支援に関わる町内外
の関係機関及び庁内関係部署
との連携体制を推進する。
・産前・産後の支援を担う住
民（母子保健サポーター）の
研修・会議を実施し、住民と
の協働による柔軟で質の高い
サービス提供を目指す。
・国「健やか親子21(第2次)」
に基づく評価指標「妊娠・出
産に満足している者の割合」
85%以上
・児童福祉法等の改正により
市町村に設置する必要が生じ
た、母子保健と児童福祉の機
能を併せもち一体的に相談支
援に当たる「子ども家庭セン
ター」を開設する。

施策名

2

1

【目標】

令和6年4月～令和6年11
月生まれの全戸訪問実施
率　100%

全戸訪問実施率100%

【目標】

課題

「量の見込みと確保方策（計
画の基本的事項)」P8（5）乳
児家庭全戸訪問に記載のとお
り

Ａ

・支援が必要な家庭の数の増
加、問題の複雑化などから、
状況の改善までに長期間を要
することが増えている。
・町内に出産できる医療機関
がなく、今後、産科医師によ
る講座（両親学級）の実施な
どに影響する可能性がある。

・子育て世代包括支援セン
ター「ゆりかごステーショ
ン」の相談員（母子保健コー
ディネーター）への研修・会
議等を通じて相談スキルを高
め、妊婦・子育て家庭にきめ
細かく寄り添う伴走型相談支
援に対応できるようにする。
・子育て支援に関わる町内外
の関係機関及び庁内関係部署
との連携体制を推進する。
・産前・産後の支援を担う住
民（母子保健サポーター）の
研修・会議を実施し、住民と
の協働による柔軟で質の高い
サービス提供を目指す。
・国「健やか親子21(第2次)」
に基づく評価指標「妊娠・出
産に満足している者の割合」
85%以上

【進捗状況】 【進捗状況】

令和5年4月～令和6年3月
生まれの全戸訪問実施率
100%

住民との協働

全戸訪問実施率100%

令和５年度

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-１１-



（１）母と子の健康づくりの推進

②妊娠・出産・乳幼児の育児に関する切れ目のない保健対策の推進

達成度

達成度

達成度

達成度

【進捗状況】

妊娠届出、乳幼児健診、離乳
食講習会等の機会に年齢に合
わせた事故防止の啓発を実施
また、町の広報にもコラムを
掲載し、啓発を実施

・出産後、最初に行政が
関与できる乳児家庭全戸
訪問以前に、乳児を転落
させるなどの事故が散見
される。妊娠中の事故防
止教育を徹底する必要が
ある。
・啓発を継続することが
重要

母子保健事業の機会に、
事故防止の啓発を行う。

母子保健事業の機会に、
事故防止の啓発を行う。

【目標】 【目標】

【進捗状況】

Ｂ

【進捗状況】

円滑に開催するため予約制で
実施している。
動画教材作成の目途は立って
いないが、東京都作成の父親
向けデジタルハンドブックに
動画教材が掲載されているた
め当面こちらを紹介すること
とした。

両親学級の継続ととも
に、仕事等で参加できな
い方への動画教材の提供
方法を引き続き検討す
る。

円滑に開催するため予約制で
実施している。
動画教材の検討を開始した。

子ども家庭センター課

両親学級の充実

両親学級の継続ととも
に、仕事等で参加できな
い方への動画教材の提供
を検討。

課題

【目標】 【目標】 ・少子化で妊婦数が減少
傾向にあることに加え、
働く妊婦の割合も増加し
ており、受講者数・受講
率ともに向上が困難
・働いている妊婦から全
日程を休日開催にとの声
もある。

【進捗状況】

令和５年度 令和６年度施策名

住民との協働

乳幼児の事故防止に
関する教育の充実

子ども家庭センター課

ボランティアとして、両親学級で乳児の母・父に、実際の育児体験などを語っ
てもらっている。

Ｂ

妊娠届出、乳幼児健診、離乳
食講習会等の機会に年齢に合
わせた事故防止の啓発を実施

5

6

4

妊娠・子育て期の禁
煙教育の充実

子ども家庭センター課

【進捗状況】

相談員の指導・助言等に
関する更なるスキルアッ
プ

適切な養育に向けた支援 適切な養育に向けた支援

Ｄ

【目標】 【目標】 ・父親と直接電話や面接
をする機会が少ないた
め、積極的な禁煙教育が
困難
・子どもの健康に影響が
大きい妊婦及び夫（パー
トナー）、乳幼児の保護
者の喫煙率が高い

・国「健やか親子21（第2
次）」に基づく乳児健診時の
集計（令和5年度データ）妊
娠中の喫煙率3.9%、育児期間
中の父親39.2%、母親10.9%
・妊娠届出時や乳幼児健診時
の禁煙指導は継続している。

【進捗状況】

・国「健やか親子21（第2
次）」に基づく乳児健診時の
集計（令和4年度データ）妊
娠中の喫煙率4.3%、育児期間
中の父親48.9%、母親12.9%
・妊娠届出時や乳幼児健診時
の禁煙指導は継続している。

・国「健やか親子21(第2
次)」に基づく評価指標で
妊娠中の喫煙率0%
育児期間中の喫煙率
父親20.0%、母親4.0%以下

・国「健やか親子21(第2
次)」に基づく評価指標で
妊娠中の喫煙率0%
育児期間中の喫煙率
父親20.0%、母親4.0%以下

3
養育支援訪問の実施

養育支援が特に必要な家庭
に、保健師、保育士等が訪問
し、養育に関する指導・助言
等を実施した。

【目標】 【目標】

Ａ
子ども家庭センター課

【進捗状況】 【進捗状況】

養育支援が特に必要な家庭
に、保健師、保育士等が訪問
し、養育に関する指導・助言
等を実施した。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）母と子の健康づくりの推進

③食育の推進

達成度

達成度

学校における食
育の推進

住民との協働

「食」に関する
学習機会の充実

【目標】

・妊婦・乳幼児向けの各種
事業を通して「食」につい
ての助言・指導を行う。
・食育年間指導計画を基に
望ましい食生活の確立に向
けて計画的な学習を推進
・農業体験の実施

子ども家庭センター課・ 教育指導課・産業経済課

・よりよい食生活について
小学５年生からの家庭科で
行う調理実習等を通じて学
習してる。
・両親学級や離乳食講習会
など、妊婦・乳幼児を対象
とした事業を行い、助言・
指導している。（健康課）
・瑞穂町の農業と地産地消
に対する理解を深めていた
だくため、「農ウォーク」
を１０月に実施した。

・小学５年生から中学３年
生までの家庭科で調理実習
を行い、栄養バランスを考
慮した食事のメニューの作
成やマナー等について学習
した。
・両親学級や離乳食講習会
など、妊婦・乳幼児を対象
とした事業を行い、助言・
指導している。（子ども家
庭センター課）
・瑞穂町の農業と地産地消
に対する理解を深めていた
だくため、「農ウォーク」
を１１月に実施した。

【進捗状況】

・妊婦・乳幼児向けの各種
事業を通して「食」につい
ての助言・指導を行う。
・食育年間指導計画を基に
望ましい食生活の確立に向
けて計画的な学習を推進
・農業体験の実施

Ｂ

【目標】

【進捗状況】

【目標】

「食育年間指導計画」の確
実な実施と充実

「食育年間指導計画」の確
実な実施と充実

【目標】

令和５年度 令和６年度

【進捗状況】

・各学校で食育年間指導計
画に基づき、計画的に実施
することができた。

学習したことを日常に取
り入れていくことが課題

Ｂ

課題

・事業の継続及び推進の
ため管理栄養士を中心と
した専門職の連携を図っ
ていくことが課題
・継続していくことが一
番の課題
・ふるさと教育「みずほ
学」との更に関連を図る
ことが課題

施策名

1

2

教育指導課

【進捗状況】

・各学校で食に関する指導
目標を達成するために計画
的に食育を推進している。
・食品ロス削減に関する
リーフレットを各教室に掲
示している。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-１３-



（１）母と子の健康づくりの推進

③食育の推進

達成度

子ども家庭センター課

・離乳食講習会は、希望
者の試食（大人のみ）を
行っている。また、広報
紙や健康ポイントアプリ
に「食」についてのコラ
ムを掲載している。

限られた予算・人員で、
伝わりやすく、理解しや
すい情報提供を継続する
ための工夫が必要

3

【目標】

各種保健事業及び広報等
の媒体を通じて「食」の
情報提供を行う。

【進捗状況】 【進捗状況】

「食」の情報提供
の推進

令和５年度施策名 課題

・離乳食講習会は、希望
者の試食（大人のみ）を
行っている。また、広報
紙に「幼児の食事と生活
リズム」についてのコラ
ムを掲載している。

【目標】

令和６年度

Ｂ

住民との協働
コロナ禍以前は、離乳食講習会への参加がしやすいよう、託児ボランティア
を依頼していた（今後依頼するかは要検討）。

各種保健事業及び広報等
の媒体を通じて「食」の
情報提供を行う。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（２）医療等の支援

①小児夜間診療体制の構築

達成度

令和５年度 令和６年度施策名 課題

【進捗状況】

・休日準夜診療体制の確
保
・病状に合わせた適正受
診の推進

・休日準夜診療体制の確
保
・病状に合わせた適正受
診の推進

【進捗状況】

【目標】

・休日準夜診療の実施体
制を変更し、受診可能な
医療機関を確保した。
・公立福生病院が夜間小
児救急医療体制（週2
日）を整えている。

・前年度に変更した休日
準夜診療の実施体制を継
続し、受診可能な医療機
関を確保した。
・公立福生病院が夜間小
児救急医療体制（週2
日）を整えている。
・子どもの病気への対処
について、東京都の相談
先の周知及び家庭での事
故防止の方法の啓発等を
行った。
・広報紙等で受診が必要
か迷った場合の相談先を
案内している。（子ども
家庭センター課）

【目標】 医師の高齢化や地域・診
療科による医師の偏在に
より、医療体制の確保・
継続が課題
・患者数の増加のため、
夜間診療の負担大
・病状に合わせた適正受
診を推進するため、更な
る普及啓発の必要あり

Ｂ

住民との協働

小児科専門医の確
保

子ども家庭センター課・健康課

1

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（２）医療等の支援

②乳幼児医療費助成の充実

達成度

【目標】

令和５年度 令和６年度

１０月に一括更新作業を
行い、適正に医療証を交
付した。また、手続きの
簡略化のため、既に廃止
した一般分に加え、公務
員分の現況届を廃止し
た。

医療証の適正交付

【進捗状況】

年度更新処理から医療証
の発行までに関する各種
事務作業等を滞りなく行
うことができた。また、
マイナ保険証の活用によ
る医療費助成の効率化に
ついても関係部署と連携
し、令和7年3月末から開
始を予定

課題

令和６年度秋のマイナ保
険証を基本とする仕組み
への移行に向けて、住民
の利便性向上のための仕
組みづくりについて研究
する。

Ａ

医療証の適正交付（マイ
ナ保険証を基本とする仕
組みへの対応含む）

【進捗状況】

【目標】

住民との協働

施策名

1

乳幼児医療費助成
の充実

子育て応援課

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）子どもの生きる力を育成する学校教育環境の整備

①豊かな心と健やかな体の育成

達成度

達成度

達成度

住民との協働 ボランティア、関係団体との連携強化

各種体力調査において、
体力合計点を高める必要
あり

Ｂ

課題

時代の変化に伴い、相談
内容も変遷することから
研修参加を継続し、新た
な知識の習得に努める必
要あり

相談内容によって他課と
の連携を図っていく必要
あり

Ｂ

教育相談体制の充実

発達段階に応じた保健指
導や保健学習の充実

Ｂ

【進捗状況】

【目標】

【進捗状況】

・職員・会計年度任用職員
が、様々な研修に参加し、
相談に必要な専門的知識を
習得した。
・保育園や学校に出向き、
子どもと面談を行う際、緊
急連絡先掲載の相談リーフ
レット等を配布した。
・令和6年10月1日にすべて
の妊産婦、子育て世帯、子
どもに対して、児童福祉及
び母子保健の両機能が一体
的に相談支援を行う機関と
して「子ども家庭セン
ター」を設置した。

【目標】

スクールカウンセラーを
全校に配置しているほ
か、町の専任相談員を全
小学校に週２回派遣、全
中学校にスクールソー
シャルワーカーを配置
し、児童・生徒の抱える
悩みや問題解決に向けた
体制を整えている。ま
た、相談先一覧を毎学期
配布している。

・小学校３年生から保健の
学習を行っている。
・身体計測時等に養護教諭
が健康指導を行っている。

・小学校３年生から保健の
学習を行っている。
・身体計測時等に養護教諭
が健康指導を行っている。
・「げんきにはつらつ瑞穂
の子」リーフレットを配布
している。

【進捗状況】

発達段階に応じた保健指
導や保健学習の充実

【目標】

健康教育の推進

教育相談等の充実

教育指導課・学校教育課

子ども家庭センター課・子育て応援課

・子どもが相談しやすい
雰囲気の工夫
・相談先の周知

【進捗状況】

令和５年度

【進捗状況】

スクールカウンセラーを
全校に配置しているほ
か、町の専任相談員を全
小学校に週２回派遣、全
中学校にスクールソー
シャルワーカーを配置
し、児童・生徒の抱える
悩みや問題解決に向けた
体制を整えている。

令和６年度

【目標】

【目標】

・子どもが相談しやすい
雰囲気の工夫
・相談先の周知

・職員・会計年度任用職員
が、様々な研修に参加し、
相談に必要な専門的知識を
習得した。
・保育園や学校に出向き、
子どもと面談を行う際、緊
急連絡先掲載の相談リーフ
レット等を配布した。

【進捗状況】

施策名

1

2

3

教育指導課

家庭・学校・地域の教育力の向上

子どもからの相談
体制の充実

【目標】

基本目標３

教育相談体制の充実

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）子どもの生きる力を育成する学校教育環境の整備

①豊かな心と健やかな体の育成

達成度

達成度

達成度

教育指導課

4

5

6

住民との協働

子育て応援課・教育指導課・社会教育課

中学生・高校生と
乳幼児との交流促
進

社会教育課・教育指導課

豊かな体験活動の
推進

【進捗状況】 【進捗状況】

・職場体験の積極的な促進
・ジュニアリーダー養成講座
「読み聞かせ事業」の実施

【目標】 【目標】

・中学生の職場体験時に乳幼
児と関わる職場での体験を実
施、促進している。
・児童館では、職場体験や実
習を受け入れる際、交流促進
に努めた。
・児童館では、10/15(日)こど
もフェスティバルに参加し
た。
・ジュニアリーダー養成講座
では、「読み聞かせ事業」に
中学生・高校生を含む17名の
参加があり、夏季事業を子ど
も家庭支援センター、図書
館、長岡保育園で実施した。
冬期事業を子ども家庭支援セ
ンター、図書館、石畑保育園
で実施した。
また、こどもフェスティバル
のボランティアを広報等で募
集し、13名の参加があった。

・中学生の職場体験時に乳幼
児と関わる職場での体験を実
施、促進している。
・児童館では、職場体験や実
習を受け入れる際、交流促進
に努めた。
・児童館では、10/20（日）こ
どもフェスティバルに参加し
た。
・ジュニアリーダー養成講座
では、「読み聞かせ事業」に
中学生・高校生を含む17名の
参加があり、夏季事業を子ど
も家庭支援センター、図書
館、むさしの保育園で実施し
た。
また、こどもフェスティバル
のボランティアを広報等で募
集し、20名の参加があった。

・中・高・大学生の職場体験
の積極的受入による交流
・各種事業に学生の参加を依
頼することにより交流を促す
・ジュニアリーダー養成講座
である「読み聞かせ事業」の
実施
・職場体験の積極的な促進

・学校での体験活動の充実
・「子どもの集い」「子ども
リーダー研修会（日帰り）」
の実施

【進捗状況】

【目標】 【目標】

・学校での体験活動の充実
・「子どもの集い」「子ども
リーダー研修会（日帰り）」
を実施。

Ａ

【進捗状況】

・小学校高学年及び中学校を
対象に、６月にオーケストラ
による音楽鑑賞教室を実施。
茶道教室を３学期に瑞穂中学
校、瑞穂第二中学校でそれぞ
れ実施予定。各小学校では演
劇や音楽の鑑賞を演劇等鑑賞
教室として実施している。
・「子どもリーダー日帰り研
修会」に7名の参加があり、カ
ヤック体験を実施した。ま
た、産業まつりの「子どもの
集い」にも7名の参加があり、
雪だるま人形作り、ヨーヨー
すくい、モルック体験を実施
した。

・６月に小学校高学年及び中
学年を対象にだるま絵付け体
験を実施している。
・小学校高学年及び中学校を
対象に、６月にオーケストラ
による音楽鑑賞教室を実施。
茶道教室を３学期に瑞穂中学
校、瑞穂第二中学校でそれぞ
れ実施予定。各小学校では演
劇や音楽の鑑賞を演劇等鑑賞
教室として実施している。
・「子どもリーダー日帰り研
修会」に19名の参加があり、
自然探検及び陶芸体験を実施
した。また、産業まつりの
「子どもの集い」にも4名の参
加があり、雪だるま人形作
り、スーパーボールすくいを
実施した。

【目標】

令和５年度 令和６年度施策名

人権教育の充実

地域住民等の参画により、家庭・地域、学校、団体などの交流によ
り、地域のつながりが生まれる。

人権に対する正しい知識・理
解を育む

【進捗状況】 【進捗状況】

学校教育活動全体を通し、人
権の意味と課題を理解すると
ともに自他を大切にし、互い
に認め合うことができる心情
と態度の育成を図る。

人権に対する正しい知識・理
解を育む

【目標】

全校に人権教育推進委員を任
命し、人権教育の推進を図っ
た。人権教育全体計画を作成
し、学校教育活動全体を通し
て人権教育の充実を図る。

課題

人権に関する各種研修を
引き続き充実させる必要
がある。

Ｂ

・瑞穂農芸高校との連携
による事業の継続が重要
・職場体験の受け入れ先
として町内の保育園・幼
稚園等と継続して協力を
要請していく必要がある
・ジュニアリーダー養成
講座は、小学5年生から
18歳までが対象であり、
中学生以上は部活動との
両立等、参加が小学生に
比べて少なくなる状況

Ａ

・より多くの参加者を募
るための方策の検討
・伝統文化の内容と、ふ
るさと教育「みずほ学」
の内容の関連を図る必要
あり

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-１８-



（１）子どもの生きる力を育成する学校教育環境の整備

②学校教育の充実

達成度

達成度

達成度

不登校対策は、教育相談
室の専任相談員やスクー
ルソーシャルワーカーと
の連携を図りながら進め
る必要あり

Ｂ

学校運営連絡協議会の進
捗状況を確認することが
課題

Ｂ

課題

地域人材のリスト等の精
度を上げる必要がある。
また、地域学校協働本部
の人材を広く確保する必
要がある。

Ｂ

【進捗状況】

学校運営の改善に向けた取
組への助言や支援を実施し
ている。

第三者評価を実施し、学校
運営の改善に向けた取組へ
の助言や支援を実施してい
る。

学校運営連絡協議会の充
実

・学校活動を支援する仕
組みづくりの推進
・地域学校協働本部を設
置し、地域と学校の連
携・協働の推進

【進捗状況】

【目標】

学校運営連絡協議会の充
実

【目標】

【進捗状況】

・適応指導教室や教育相談
室、スクールカウンセ
ラー、家庭と子どもの支援
員、スクールソーシャル
ワーカーの活用による支援
を実施している。
・子ども家庭支援センター
では、不登校の要素を含む
相談について、学校と連携
を図り、家庭訪問等アウト
リーチを実施した。

・教育支援室や教育相談
室、スクールカウンセ
ラー、家庭と子どもの支援
員、スクールソーシャル
ワーカーの活用による支援
を実施している。また、都
の別室指導員配置事業を活
用している。
・子ども家庭支援センター
では、不登校の要素を含む
相談について、学校と連携
を図り、家庭訪問等アウト
リーチを実施した。

【進捗状況】

不登校児童・生徒及び家
庭への支援

・地域の人たちがボラン
ティアや地域の特別講師と
して学校活動を支援してい
る。
・学校と地域を結ぶ地域学
校協働本部を各学校に設置
し、連携・調整役を担う地
域コーディネーターを地域
住民の方に委嘱している。
・中学校職場体験の受入れ
先を商工会を通じ地域企業
等に協力を依頼した。

・ふるさと教育推進委員会
を実施し、地域の人たちと
連携した授業の充実を図っ
ている。
・学校と地域を結ぶ地域学
校協働本部を各学校に設置
し、連携・調整役を担う地
域コーディネーターを地域
住民の方に委嘱している。

【進捗状況】

【目標】

・学校活動を支援する仕
組みづくりの推進
・地域学校協働本部を設
置し、地域と学校の連
携・協働の推進

令和５年度 令和６年度

不登校児童・生徒
への支援

教育指導課・子ども家庭センター課

【目標】 【目標】

【進捗状況】

不登校児童・生徒及び家
庭への支援

教育指導課

地域との連携

学校運営連絡協議
会の充実

教育指導課

【目標】

・学校運営協議会は、地域住民が構成員
・特別講師等、地域の方が学校活動を支援

施策名

1

2

3

住民との協働

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）子どもの生きる力を育成する学校教育環境の整備

③幼児教育の充実

達成度

達成度

住民との協働

施策名

1

2

Ｂ

補助金の継続支給

【進捗状況】

課題

幼稚園・保育園、小学校
の交流を定期的に行う
等、更なる連携強化が必
要

Ｂ

【進捗状況】

・幼稚園協会への補助金は
交付済
・保護者への補助金は、交
付済

・幼稚園協会への補助金は
交付済
・保護者への補助金は、上
半期分交付済

【目標】

保護者及び幼稚園協会へ
の補助金の適正交付

保護者及び幼稚園協会へ
の補助金の適正交付

【目標】

【進捗状況】

・保育園・幼稚園からの要
請に基づき複数回心理士を
派遣し、児童の様子を把握
し、就学相談に繋げる等の
連携を実施している。

・新型コロナウイルス感染
症対策を講じながら保育
園・幼稚園からの要請に基
づき複数回心理士を派遣
し、保育士からの相談を受
け就学相談に繋げる等の連
携を実施している。

【進捗状況】

【目標】

幼稚園・保育園と小学校
との相互連携と交流の推
進

幼稚園・保育園と小学校
との相互連携と交流の推
進

幼児教育振興補助
事業の充実

子育て応援課

令和６年度

幼稚園・保育園等
と小学校との相互
連携と交流の促進

子育て応援課・教育指導課

【目標】

令和５年度

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-２０-



（１）子どもの生きる力を育成する学校教育環境の整備

④思春期保健等の充実

達成度

住民との協働

施策名

1

思春期保健等の充
実

教育指導課
Ｂ

がん教育については、指
導内容を地域と連携して
実施する必要あり

課題

【進捗状況】

・外部専門職による薬物乱
用防止教室等を実施してい
る。
・全小・中学校で、外部専
門職によるがん教育を実施
している。

・外部専門職による薬物乱
用防止教室等を実施してい
る。
・全小・中学校で、医療関
係者によるがん教育を実施
している。

【進捗状況】

【目標】

令和５年度 令和６年度
【目標】

健康教育、保健指導の充
実・強化

健康教育、保健指導の充
実・強化

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-２１-



（２）子どもの居場所づくり

①学校等を利用した居場所づくり

達成度

達成度

達成度

達成度

住民との協働

建設課

町内会及び公園ボランティアとの連携強化

Ｂ

施策名

1

2

3

4

【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】

・学校図書館司書と連携
し、子どもの主体的、意
欲的な読書活動や学習活
動を継続的に支援する必
要がある。
・子ども家庭支援セン
ターで実施している読み
聞かせ事業の更なる周知

・学校図書室と連携した読書
活動及び学習の活性化
・親子を対象とした読み聞か
せ事業の継続

【目標】 【目標】

・学校図書室と連携した読
書活動及び学習の活性化
・親子を対象とした読み聞
かせ事業の継続

【目標】

・学校図書館司書との情報連
絡会を2回実施した。
・図書館と地域図書室で読書
手帳を配布している。
・おはなしの会を76回実施し
た。
・乳幼児向けの読み聞かせ事
業を開始し、3回実施した。
・保健センターで実施予定の
乳幼児を対象にした読み聞か
せを1回実施した。
・子ども家庭支援センターで
の読み聞かせ事業「おはなし
はじまるよ」を、令和6年1月
末現在8回実施した。

・狭山谷公園、さくら公園にスプ
リング遊具（みずほまる）設置
・箱根ケ崎駅西地区に新規公園の
整備予定があり、整備にあたり関
係者等と検討する。

・南平ひばり公園、かすが公園に
スプリング遊具（みずほまる）設
置
・箱根ケ崎駅西地区に新規公園の
整備に伴い、考える会とテーマな
どを検討する。

・学校図書館司書との情報連
絡会を2回実施した。
・図書館と地域図書室で読書
手帳を配布している。
・おはなしの会を79回実施し
た。
・乳幼児向けの読み聞かせ事
業を9回実施した。
・保健センターで乳幼児を対
象にした読み聞かせを1回実施
した。
・子ども家庭支援センターで
の読み聞かせ事業「おはなし
はじまるよ」を、令和7年1月
末現在6回実施した。
・乳児健診時に絵本を配布す
るブックスタート事業を実施
した。

・狭山谷公園、さくら公園にスプ
リング遊具（みずほまる）を各1基
ずつ設置した。
・箱根ケ崎駅西地区に新規公園の
整備予定があり、整備にあたり
「公園整備を考える会」を設立
し、会議を開催した。

・南平ひばり公園、かすが公園に
スプリング遊具（みずほまる）を
各1基ずつ設置した。
・箱根ケ崎駅西地区に新規公園の
整備に伴い、考える会とテーマな
どを検討し、新規3公園のテーマな
どが決定した。

【進捗状況】 【進捗状況】

・親子で参加できる体験教室や工
作教室等を実施した。
・子供も楽しめる、昆虫に関する
展示やギャラリートークを実施し
た。
・隣接する耕心館と連携したイベ
ントの中で子供向けワークショッ
プなどを実施した。

活動に必要な施設の提供
及び情報提供を行った。

【進捗状況】

・親子で参加できる体験教室や工
作教室等を実施した。
・子供も楽しめる、昆虫に関する
展示やホタル観察会を実施した。
・隣接する耕心館と連携したイベ
ントの中で子供向けワークショッ
プなどを実施した。

ふるさとの魅力を伝えるた
め、各種事業を実施

クラブ運営に必要な情報
提供及び支援

ふるさとの魅力を伝えるた
め、各種事業を実施

【目標】

【進捗状況】

笑夢スポーツクラブの運
営に情報提供及び支援を
継続して行う必要あり

Ａ

活動に必要な施設の提供
及び情報提供を行った。

【進捗状況】

【目標】

令和５年度 令和６年度

Ｂ

【目標】

図書館・子ども家庭センター課

社会教育課

郷土資料館の活
用

クラブ運営に必要な情報
提供及び支援

課題

子ども読書活動
の推進

Ｂ

「瑞穂町総合型
地域スポーツク
ラブ」の充実

各学校や各種団体、隣接
する耕心館等と連携し、
子供向けの事業をより充
実させる必要がある。

公園等の整備

自由な発想で創造性ある
遊びができる公園を追
及、検討する必要あり

【目標】

図書館

【目標】

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-２２-



（２）子どもの居場所づくり

②児童館の充実

達成度

達成度

1

2

住民との協働

Ｂ

・小学校高学年から高校
生までの児童への児童館
の魅力発信の必要あり

課題

・各コミュニティセン
ターで実施する事業につ
いて、定期開催の回数を
増やす等で、日常的な居
場所づくりとすることが
必要
・児童館から遠い地域の
大人にも児童館の存在を
PRすることが必要

Ｂ

【進捗状況】

時折、学校や塾の宿題を行
う児童・生徒が見受けられ
る。

時折、学校や塾の宿題を行
う児童・生徒が見受けられ
る。

【進捗状況】

勉強や待ち合わせの場所
等多面的に利用できる旨
周知

勉強や待ち合わせの場所
等多面的に利用できる旨
周知

【目標】 【目標】

【進捗状況】 【進捗状況】

・町内小･中学校長期休業
期間中、期間限定移動児童
館を、各コミュニティセン
ターで129回実施した
・各コミュニティセンター
で、幼児移動児童館を72
回、就学児向け移動児童館
を45回実施した。

・町内小･中学校長期休業
期間中、期間限定移動児童
館を、各コミュニティセン
ターで114回実施した
・各コミュニティセンター
で、幼児移動児童館を59
回、就学児向け移動児童館
を37回実施した。

移動児童館事業の更なる
充実

子育て応援課

児童館運営の充実

子育て応援課

中学生・高校生へ
の支援

【目標】 【目標】

移動児童館事業の更なる
充実

令和５年度 令和６年度施策名

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-２３-



（２）子どもの居場所づくり

③放課後児童対策の充実

達成度

達成度

達成度

住民との協働
地域住民等の参画により、家庭・地域、学校、団体などの交流により、地域
のつながりが生まれる。

子育て応援課

1

2

3

Ｃ

・関係各課の連携と体系
の構築の必要あり
・協力いただけるスタッ
フの確保

Ａ
夏季限定保育の活用、そ
の他調整により年度当初
から待機児童を出さない
運用が課題

・待機児童対策として、
夏季限定保育実施、入所
52人、４月の待機児童1
人

待機児童対策として、期
間限定保育（夏季限定保
育）の定着

待機児童対策として、期
間限定保育（夏季限定保
育）の定着

【進捗状況】【進捗状況】

課題

関係各課の連携と体系の
構築の必要あり

Ｂ

・待機児童対策として、
夏季限定保育実施、入所
48人、４月の待機児童1人

【一学期実績】
一小：10回、二小：7回、
三小：15回、四小：13回、
五小：17回
【二学期実績】
一小：22回、二小：23回、
三小：27回、四小：24回、
五小：34回
【三学期実績】
一小：14回、二小：17回、
三小：19回、四小：18回、
五小28回
体験教室として、ダンス教
室を一小、三小で、プログ
ラミング教室、運動教室を
各学校で実施した。

【進捗状況】

【目標】

【一学期実績】
一小：9回、二小：11回、
三小：18回、四小：13回、
五小：13回
【二学期実績】
一小：22回、二小：39回、
三小：32回、四小：26回、
五小：48回
体験教室として、ボッチャ
体験を一小で、科学実験教
室、運動教室を各学校で実
施した。

現場指導員・地域との連携
により、内容の充実を重視
し教室を開催

【目標】

内容の充実を重視した教室
の開催

【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】

学童保育クラブと連携し
て、「科学であそぼう」を
全校で実施した。

学童保育クラブと連携し
て、「科学であそぼう」を
全校で実施した。

【目標】【目標】

プランの継続的な推進 プランの継続的な推進

令和５年度 令和６年度施策名

放課後子ども総合
プランの推進

社会教育課・子育て応援課

学童保育クラブの
充実

「放課後子ども教
室」の充実

社会教育課
【目標】 【目標】

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-２４-



（３）地域と協働で進める子育て支援のコミュニティづくり

①地域との連携と人材活用

達成度

達成度

達成度

施策名

1

2

3

住民との協働

Ａ

「読み聞かせ事業」は17名の
参加があり、子ども家庭支援
センター、図書館、むさしの
保育園で上半期の事業を実施
した。
「子どもリーダー日帰り研修
会」は19名の参加があり、自
然探検及び陶芸体験を実施し
た。
また、こどもフェスティバル
のボランティアを広報等で募
集し、20名の参加があった。

課題
広報・ＨＰ・他施設への資料
設置等の周知方法の模索し、
活用の活性化を図る必要があ
る。
また、登録者の高齢化等によ
り、対応できないケースもあ
るため、リスト更新する必要
がある。

Ｃ
住民提案型協働事業の推
進による家庭教育の充実
させるとともに、事業を
広く周知し、多くの方に
参加していただくことが
必要

Ｂ
中学生以上の参加が小学
生に比べて少なくなる傾
向であり、実施内容や回
数の精査等、参加者が参
加しやすくなるような工
夫が必要「読み聞かせ事業」は17名の

参加があり、子ども家庭支援
センター、図書館、長岡保育
園で上半期の事業を実施し
た。
「子どもリーダー日帰り研修
会」は7名の参加があり、カ
ヤック体験を実施した。
また、こどもフェスティバル
のボランティアを広報等で募
集し、13名の参加があった。

【進捗状況】 【進捗状況】

【目標】 【目標】

ジュニアリーダー養成講座で
上半期の「読み聞かせ事業」
を実施した。
住民提案型協働事業で「わく
わくしゃべりば」、「伝統文
化こどもいけ花教室」、「伝
統文化子ども華道教室」、
「リズムに合わせて楽しい親
子の運動あそび」を実施し
た。

社会教育事業の中での家
庭教育支援の推進

【進捗状況】 【進捗状況】

問合せが1件あったが登録者と
繋ぐことができなかった。ま
た、新規登録の申請が3件あっ
た。

【目標】 【目標】

総合人材リストを利用促進
し、地域における人材活用を
促進する。

【進捗状況】 【進捗状況】

総合人材リストを利用促進
し、地域における人材活用を
促進する。

問合せが5件あり、3件は登録
者と繋ぐことができた。ま
た、新規登録の申請が2件あっ
た。

社会教育事業の中での家
庭教育支援の推進

令和５年度 令和６年度
【目標】 【目標】

地域における人材
の育成・活用

社会教育課

家庭教育の充実

住民提案型協働事業では、住民が組織するグループ、団体等と教育委員会が
事業を実施することにより、生涯学習の推進に寄与する。

社会教育課

ジュニアリーダー
の養成

実施内容の工夫、充実 実施内容の工夫、充実

社会教育課

ジュニアリーダー養成講座で
上半期の「読み聞かせ事業」
を実施した。
住民提案型協働事業で「わく
わくしゃべりば」、「みずほ
伝統文化子どもいけ花教
室」、「伝統文化子ども華道
教室」、「リズムに合わせて
楽しい親子の運動あそび」
「子育て担い手研修」を実施
した。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（３）地域と協働で進める子育て支援のコミュニティづくり

②世代間交流による子育て支援

達成度

達成度

1

2

社会教育課・協働推進課・
子育て応援課・関係各課

世代間交流・地域
連携の推進

住民との協働

住民提案型協働事業で「わくわ
くしゃべりば」、「伝統文化こ
どもいけ花教室」、「伝統文化
子ども華道教室」、「リズムに
合わせて楽しい親子の運動あそ
び」を実施した。

住民提案型協働事業で「わくわ
くしゃべりば」、「みずほ伝統
文化子どもいけ花教室」、「伝
統文化子ども華道教室」、「リ
ズムに合わせて楽しい親子の運
動あそび」を実施した。

社会教育課

地域で子どもを育
てる環境づくりの
推進

・子育てサークル活動支援
・子ども会連合会の活動支援

【目標】

【進捗状況】【進捗状況】

課題

・こどもフェスティバル
実行委員会への若者の参
加促進
・子ども会は、少子化及
び保護者負担増による加
入者の減少
・地区青少年協議会への
支援方法の研究
・町内会・自治会加入率
の低下、役員の高齢化、
若年世帯の未加入、高齢
世帯の脱会等に対する対
応策の検討
・民生委員・児童委員協
議会、ボランティア団体
等の活動に必要な情報提
供及び支援について継続
して取り組む。

Ｂ

・子育てサークルの活動
を支援するとともに、子
ども家庭支援センターと
の共催事業等の連携の検
討が必要
・子ども会連合会活動を
支援するとともに、子ど
も会の少子化及び保護者
負担増による加入者の減
少

【目標】

・町内会・自治会等に対し、地
域づくり補助金等により側面か
らの支援を行う。
・こどもフェスティバルの実施
・子ども会連合会・地区青少年
協議会への支援
・民生委員・児童委員協議会、
ボランティア団体等の活動に必
要な情報提供及び支援を行い、
世代間交流による子育て支援の
充実を図る。

【進捗状況】

・こどもフェスティバルを実行
委員会形式で実施した。
・子ども会連合会主催事業とし
て、「モルック大会」（49名参
加）「紙ひこうき大会」（61名
参加）、「工作教室」（23名参
加）を実施した。
・地区青少年協議会では、各地
区で夏季、冬季の非行防止パト
ロール、イベントを実施した。
・町内会・自治会での行事（世
代間交流事業や地域子育て支援
事業）に対し、地域づくり補助
金を交付することにより、町内
会・自治会等を側面から支援し
た。
・民生委員・児童委員協議会定
例会の場などを活用して情報提
供等を行った。また、ボラン
ティア団体「おひさまキッチン
の会」が実施している、小学校
で朝食を提供する活動を支援し
た。

・こどもフェスティバルを実行
委員会形式で実施した。
・子ども会連合会主催事業とし
て、「紙ひこうき大会」（39名
参加）、「工作教室」（29名参
加）を実施した。
・地区青少年協議会では、各地
区で夏季、冬季の非行防止パト
ロール、イベントを実施した。
・町内会・自治会での各種行事
もコロナ禍以前の状況に戻りつ
つあり、各地域での行事（世代
間交流事業や地域子育て支援事
業）に対し、地域づくり補助金
を交付することにより、町内
会・自治会等を側面から支援し
た。
・ボランティア団体「おひさま
キッチンの会」が多世代間交流
事業として、朝食を提供し一緒
に食べる活動を支援した。令和
5年度は瑞穂第一小学校と第四
小学校に加え、新たに9月から
第三小学校で実施した。3校と
も家庭科室を使用し、4月から1
月の参加者は、瑞穂第一小学校
が203人、瑞穂第三小学校は116
人瑞穂第四小学校は240人の参
加となった。8月・9月は民間か
ら寄付されたジェラートを提供
した。

【目標】

【目標】

令和５年度 令和６年度施策名

地域住民等の参画により、家庭・地域、学校、団体などの交流による地域のつ
ながりや、世代・地域を超えた交流が生まれる。

・町内会・自治会等に対し、地
域づくり補助金等により側面か
らの支援を行う。
・こどもフェスティバルへの参
加
・子ども会連合会・地区青少年
協議会への支援
・第一小学校と第三小学校・第
四小学校で開催している「おひ
さまキッチン」を側面から支援
し、順調に開催する。また、地
域の拡大を目指す。

・子育てサークル活動支援
・子ども会連合会の活動支援

【進捗状況】

Ｂ

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（３）地域と協働で進める子育て支援のコミュニティづくり

②世代間交流による子育て支援

達成度

ボランティア、関係団体との連携強化
地域住民等の参画により、家庭・地域、学校、団体などの交流による地域のつ
ながりや、世代・地域を超えた交流が生まれる。

住民との協働

Ｂ
協働推進課・福祉課・子育て応援課・関係各課

・町内会・自治会での各
種行事もコロナ禍以前の
状況に戻りつつあり、各
地域での行事（世代間交
流事業や地域子育て支援
事業）に対し、地域づく
り補助金を交付すること
により、町内会・自治会
等を側面から支援した。
・こどもフェスティバル
を実行委員会形式で実施
した。
・子ども会連合会主催事
業として、「紙ひこうき
大会」（40名参加）、
「工作教室」（29名参
加）、「モルック大会」
（40名参加）を実施し
た。
・地区青少年協議会で
は、各地区で夏季、冬季
の非行防止パトロール、
イベントを実施した。
・ボランティア団体「お
ひさまキッチンの会」が
多世代間交流事業とし
て、朝食を提供し一緒に
食べる活動を支援した。
令和5年度は瑞穂第一小学
校と第四小学校に加え、
新たに9月から第三小学校
で実施した。3校とも家庭
科室を使用し、4月から1
月の参加者は、瑞穂第一
小学校が203人、瑞穂第三
小学校は116人瑞穂第四小
学校は240人の参加となっ
た。8月・9月は民間から
寄付されたジェラートを
提供した。

・町内会・自治会での行
事（世代間交流事業や地
域子育て支援事業）に対
し、地域づくり補助金を
交付することにより、町
内会・自治会等を側面か
ら支援した。
・こどもフェスティバル
を実行委員会形式で実施
した。
・子ども会連合会主催事
業として、「紙ひこうき
大会」（61名参加）、
「工作教室」（23名参
加）、「モルック大会」
（49名参加）を実施し
た。
・地区青少年協議会で
は、各地区で夏季、冬季
の非行防止パトロール、
イベントを実施した。
・ボランティア団体「お
ひさまキッチンの会」が
多世代間交流事業とし
て、朝食を提供する活動
を支援した。前年度に引
き続き、第一小学校と第
三小学校、第四小学校で
実施した。4月から1月の
参加者数は、瑞穂第一小
学校が228人、瑞穂第三小
学校は318人、瑞穂第四小
学校は184人となった。民
間団体等から寄付された
ジェラート（7・8・9
月）、ソーセージ（9
月）、からあげ（11月）
を提供した。

【進捗状況】 【進捗状況】

・町内会・自治会等に対
し、地域づくり補助金等
により側面からの支援を
行う。
・第一小学校と第四小学
校で開催している「おひ
さまキッチン」を側面か
ら支援し、順調に開催す
る。また、地域の拡大を
目指す。

・町内会・自治会等に対
し、地域づくり補助金等
により側面からの支援を
行う。
・こどもフェスティバル
の実施
・第一小学校と第三小学
校・第四小学校で開催し
ている「おひさまキッチ
ン」を側面から支援し、
順調に開催する。また、
地域の拡大を目指す。

課題

3
多世代間交流事業の支援

【目標】 【目標】 関係団体との様々な事柄
の調整。また、感染症予
防の策を講じること。
・町内会・自治会加入率
の低下、役員の高齢化、
若年世帯の未加入、高齢
世帯の脱会等に対する対
応策の検討
・ボランティア団体「お
ひさまキッチンの会」が
多世代間交流事業とし
て、朝食を提供し一緒に
食べる活動を継続して支
援する。
・こどもフェスティバル
実行委員会への若者の参
加促進
・子ども会は、少子化及
び保護者負担増による加
入者の減少
・地区青少年協議会への
支援方法の研究

施策名 令和５年度 令和６年度

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）　子育てを支援するユニバーサルのまちづくり

①子育てを支援するユニバーサルのまちづくり

達成度

達成度

達成度

基本目標４ 安心して子育てができる生活環境の整備

施策名 令和５年度 令和６年度 課題

1

子育てにやさしい
ユニバーサル・デ
ザインの推進

【目標】 【目標】 ・施設整備の際には、授
乳施設等の設置を必須と
するなどの町全体での取
組の必要あり
・道路照明灯と防犯灯の
住み分けを、関係課と調
整する必要あり、また、
照度アップによる光害に
も注意を払う必要あり

・赤ちゃん・ふらっと事業
の推進
・道路照明灯のＬＥＤ化
・ユニバーサルデザインに
ついての啓発

・赤ちゃん・ふらっと事業
の推進
・道路照明灯のＬＥＤ化
・ユニバーサルデザインに
ついての啓発

【進捗状況】 【進捗状況】

・令和6年年度には赤ちゃ
ん・ふらっと事業の追加施
設はなかった。
・道路照明灯のＬＥＤ化で
は、208基の更新・18基の
新設工事を施工中である。
・町や開発業者が公共施
設、道路、公園等を整備す
る場合、福祉のまちづくり
条例を遵守するよう情報提
供をした。

・令和7年1月末現在、赤
ちゃん・ふらっと事業の追
加施設はない。
・道路照明灯のＬＥＤ化で
は、205基の更新・1基の新
設工事を施工中である。
・町や開発業者等が公共施
設、店舗、工場等を整備す
る場合、東京都福祉のまち
づくり条例を遵守するよう
指導した。

Ｂ
子ども家庭センター課・建設課・関係各課

2

道路交通環境の整
備

【目標】 【目標】 先進自治体の事例や住民
要望等を踏まえながら、
段差解消等の整備を進め
ていく必要あり

歩きやすい歩行空間の確保 歩きやすい歩行空間の確保

【進捗状況】 【進捗状況】

区画線、ガードパイプ、グ
リーンライン等の設置及び
引き直しを施工済及び施工
中である。

区画線、ガードパイプ、グ
リーンライン等の設置及び
引き直しを施工済及び施工
中である。

3

心のバリアフリー
化の推進

建設課

【目標】

心のバリアフリー化の周知
及び意識啓発

冊子「子育てほっとブッ
ク」に案内を掲載し、転入
や出生による手続時、また
各種相談時に窓口で配布し
た。

【目標】 周知、意識啓発の効果的
な方法を検討する必要あ
り

Ｂ

Ｂ

心のバリアフリー化の周知
及び意識啓発

子育て応援課

住民との協働

【進捗状況】 【進捗状況】

冊子「子育てほっとブッ
ク」に案内を掲載した。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施
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（１）　子育てを支援するユニバーサルのまちづくり

②子育てを支援する環境の整備

達成度

施策名 令和５年度 令和６年度 課題

1

公園・緑地の環境
整備

【目標】 【目標】 ・ニーズに適した遊具を
設置する必要あり
・公園・緑地の拡充のた
め周囲の状況変化に注意
を払う必要あり
・公園のだれでもトイレ
等が老朽化し改修が必要
なため、修繕計画を作成
する必要がある。

公園遊具の整備を推進 ・公園遊具の整備を推進
・狭山谷公園のトイレ改
修工事設計を実施する。

・遊具については、更新時
期や劣化状況、要望などを
踏まえ整備している。遊具
点検により、遊具の交換等
を実施した。
・狭山谷公園のトイレ改修
工事設計を「東京都福祉の
まちづくり条例」に沿っ
て、設計を実施した。

【進捗状況】 【進捗状況】

Ｂ
建設課

住民との協働

町内会及び健康推進委員との連携強化

遊具については、更新時期
や劣化状況、要望などを踏
まえ整備している。遊具点
検により、遊具の交換等を
実施した。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-２９-



（２）　子どものための安全・安心のまちづくり

①子どもの交通安全を確保するための活動の推進

達成度

達成度

達成度

達成度

施策名 令和５年度 令和６年度 課題

1

交通安全教室の推
進

【目標】 【目標】 児童・生徒の交通事故の未
然防止を徹底する必要あり交通安全への更なる意識啓発 交通安全への更なる意識啓発

【進捗状況】 【進捗状況】
警察や交通安全推進協議会員
等の協力のもと、各学校・保
育園で交通安全教室を実施し
ている。

警察や交通安全推進協議会員
等の協力のもと、各学校・保
育園で安全な登下校や自転車
の乗り方等の交通安全教室を
実施している。 Ｂ

教育指導課・子育て応援課

2

自転車利用時の安
全向上

【目標】 【目標】 より効果的な広報啓発方
法を検討する必要があ
る。

交通安全講習会や広報による
広報啓発活動を適正に実施す
る

交通安全講習会や広報によ
る広報啓発活動を適正に実
施する

【進捗状況】 【進捗状況】

・自転車用ヘルメットの着用努力
義務化に伴い、着用促進の啓発と
併せて自転車の安全利用の啓発を
行った。
・３年振りに春・秋の全国交通安
全講習会を実施するなど交通安全
啓発に努めた。

・自転車用ヘルメットの着用
促進啓発と併せて自転車の安
全利用の啓発を行った。
・交通安全講習会及び交通安
全フェスティバルを実施する
など交通安全啓発に努めた。

Ａ安全・安心課

3

チャイルドシート
使用の徹底

【目標】 【目標】 関係課と連携し、幼稚園
や保育園等からチャイル
ドシート使用対象世帯へ
の効果的な広報啓発の方
法を検討する必要があ
る。

交通安全講習会や広報による
広報啓発活動を適正に実施す
る

交通安全講習会や広報によ
る広報啓発活動を適正に実
施する

【進捗状況】 【進捗状況】

・交通安全講習会等の機会
を捉えて、運転者に対し事
故の凄惨さを伝えて交通安
全を呼び掛けた。
・チャイルドシートに特化
した広報啓発が課題

・交通安全講習会等の機会を
捉えて、運転者に対し事故の
凄惨さを伝えて交通安全を呼
び掛けた。
・町ホームページにチャイル
ドシートの啓発記事を掲載し
た。

4
通学路等の交通安
全確保

安全・安心課
【目標】

・通学路等を安心して通行できる
よう、危険箇所の把握と改善
・関係各課と連携し、通学路等に
おける危険箇所の発見及び注意喚
起看板の設置や交通安全施設等の
整備

・住民からの要望に基づき、注意
喚起の看板を設置するほか、交通
規制や取締り要望などは必要に応
じて福生警察署に情報提供及び協
力依頼を実施
・交通安全推進協議会による道路
反射鏡の点検・清掃を実施して、
交通事故防止に努めた。
・国からの依頼により、通学路等
における危険箇所を中心に、関係
機関(学校・ＰＴＡ・福生警察・東
京都・庁内各課）による緊急合同
点検を９月に行った。その結果を
もとに今後対策を講じ児童・生徒
の安全確保に努めていく。
・福生警察署、建設課、教育委員
会と合同で通学路点検を実施。各
小学校の通学路の危険箇所等を抽
出して対策を実施及び検討

【目標】 ・把握した通学路等の危
険箇所について、今後関
係機関と協議しながら対
策を進める必要がある。
・関係機関の連携強化
・犯罪抑止に向けた町全
体としての継続した取組
の必要がある。

Ｂ

Ｃ

・通学路等を安心して通行できる
よう、危険箇所の把握と改善
・関係各課と連携し、通学路等に
おける危険箇所の発見及び注意喚
起看板の設置や交通安全施設等の
整備

建設課・安全・安心課・学校教育課

住民との協働
・瑞穂町交通安全推進協議会との連携強化
・子供１１０番の家マークの掲示

【進捗状況】 【進捗状況】

・国及び東京都からの依頼によ
り、通学路等における危険箇所を
中心に、関係機関(学校・ＰＴ
Ａ・福生警察・東京都・庁内各
課）による緊急合同点検を９月に
行った。その結果をもとに今後対
策を講じ児童・生徒の安全確保に
努めていく。
・福生警察署、建設課、教育委員
会と合同で通学路点検を実施。各
小学校の通学路の危険箇所等を抽
出して対策を実施及び検討
・随時、福生警察署・道路管理
者・教育委員会・安全・安心課合
同で通学路等の安全点検を実施し
ている。
・住民からの要望に基づき、注意
喚起の看板を設置するほか、交通
規制や取締り要望などは必要に応
じて福生警察署に情報提供及び協
力依頼を実施
・交通安全推進協議会による道路
反射鏡の点検・清掃を実施して、
交通事故防止に努めた。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３０-



（２）　子どものための安全・安心のまちづくり

②子どもを犯罪から守るための活動の推進

達成度

達成度

達成度

施策名 令和５年度 令和６年度 課題

1

通学路等の防犯活
動の推進

【目標】 【目標】 ・非行防止パトロールで
は、駐在所員不在等の際
の声かけに注意が必要
・「防犯ホイッスル」配
布の継続
・関係各課及び関係団体
との相互連携

・地区青少年協議会による非
行防止パトロールの実施
・警察や防犯活動推進員等と
協力しながら、積極的な防犯
パトロールを推進

・地区青少年協議会による非
行防止パトロールの実施
・警察や防犯活動推進員等と
協力しながら、積極的な防犯
パトロールを推進
・通学路等の防犯活動の啓発

【進捗状況】 【進捗状況】

・地区青少年協議会では、各地区
で夏季、冬季の非行防止パトロー
ルを実施した。
・「子ども110番の家」の登録申
出が1件あり、ステッカーを配付
するとともに、学校、ＰＴＡと情
報共有を図った。
・青色回転灯装備車による町内パ
トロールを実施。下校時間帯は、
学校周辺のパトロールを実施する
とともに、隊員の児童への声かけ
も行っている。
・学校や教育委員会からの不審者
（車）情報を認知した際は、学
校、通学路、公園等を集中的にパ
トロールして、被害の未然防止に
努めている。
・防犯ホイッスルを各校へ配布予
定である。
・民生・児童委員・保護司・更生
保護女性会が普段から見守りを
行っている。

・地区青少年協議会では、各地区
で夏季、冬季の非行防止パトロー
ルを実施した。
・「子ども110番の家」の登録申
出が1件あり、ステッカーを配付
するとともに、学校、ＰＴＡと情
報共有を図った。
・青色回転灯装備車による町内パ
トロールを実施。下校時間帯は、
学校周辺のパトロールを実施する
とともに、隊員の児童への声かけ
も行っている。
・学校や教育委員会からの不審者
（車）情報を認知した際は、学
校、通学路、公園等を集中的にパ
トロールして、被害の未然防止に
努めている。
・新小学校1年生に対して黄色い
帽子及びみずほまるを印刷したラ
ンドセルカバーを学校経由で配布
した。また、町内業者から寄附し
ていただいた防犯ホイッスルを各
校へ配布予定である。
・民生・児童委員・保護司・更生
保護女性会が普段から見守りを
行っている。

Ａ
社会教育課・学校教育課・安全・安心課・関係各課

2
防犯設備等の整備

【目標】 【目標】 関係各課及び関係団体と
の相互連携・防犯灯の適正な維持管理

・関係各機関等と協議しなが
ら、街頭防犯カメラの設置を
推進
・通学路等に設置している防
犯カメラの適正管理

・防犯灯の適正な維持管理
・関係各機関等と協議しなが
ら、街頭防犯カメラの設置を
推進
・通学路等に設置している防
犯カメラの適正管理

【進捗状況】 【進捗状況】

・町設置の防犯灯は全てLED化と
なっていることから、住民からの
要望等に応じて設置を推進
・不具合が生じていた防犯カメラ
２基の更新を実施
・警察の要請に応じて防犯カメラ
映像を提供するなど、適切な管理
を実施

・町設置の防犯灯は全てLED化と
なっていることから、住民からの
要望等に応じて設置を推進。
・不具合が生じていた防犯カメラ
２基の更新を実施。
・警察の要請に応じて防犯カメラ
映像を提供するなど、適切な管理
を実施。

3

防犯に配慮した公
共施設等の整備・
管理

安全・安心課

【目標】

・駅自由通路や駐輪場におけ
る防犯活動の推進
・駅自由通路及び駐輪場内の
防犯カメラの適正管理
・学校に設置している防犯カ
メラの適正管理

・指定管理者により、施設の清掃
や防犯カメラの保守点検等の施設
管理が適切に行われており、犯罪
が起きにくい環境が整備されてい
る。
・駐輪場管理人による、場内の巡
回や利用者への声かけにより犯罪
抑止に努めた。
・学校に設置している防犯カメラ
の適正管理を実施している。

【目標】 ・関係各課及び関係団体
との相互連携
・防犯カメラの適正管理

Ｂ

Ｂ

・駅自由通路や駐輪場におけ
る防犯活動の推進
・駅自由通路及び駐輪場内の
防犯カメラの適正管理
・学校に設置している防犯カ
メラの適正管理

安全・安心課・学校教育課

住民との協働
・防犯活動推進員・女性防犯指導員との連携強化
・地区青少年協議会で地域の非行防止パトロールを実施、地区青少年協議会と学校が連携し
て、あいさつ運動を実施している地区もある。

【進捗状況】 【進捗状況】

・指定管理者により、施設の清掃
や防犯カメラの保守点検等の施設
管理が適切に行われており、犯罪
が起きにくい環境が整備されてい
る。
・駐輪場管理人による、場内の巡
回や利用者への声かけにより犯罪
抑止に努めた。
・学校に設置している防犯カメラ
については、適正に管理を実施

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３１-



（３）　子どもを取り巻く有害環境への対応の推進

①子どもを取り巻く有害環境への対応の推進

達成度

達成度

施策名 令和５年度 令和６年度 課題

1

子どもの生活環境
の向上と有害環境
の改善

【目標】 【目標】 青少年問題協議会、地区
青少年協議会の継続的な
活動推進が必須

青少年問題協議会での「あ
いさつ運動・啓発活動」を
通して、子どもを有害環境
から守る地域社会づくりを
推進

青少年問題協議会で啓発活
動を通して、子どもを有害
環境から守る地域社会づく
りを推進

・青少年善行表彰要綱を制定
し、表彰を実施した。
・青少年問題協議会本会議を開
催し、あいさつ運動、啓発活動
の推進について確認し、青少年
の非行問題に取り組む全国強調
月間である7月に、「毎日きち
んと挨拶しよう」について、広
報で周知した。また、令和6年
度啓発活動の内容を決定した。
・地区青少年協議会では、各地
区で夏季、冬季の非行防止パト
ロールを実施した。

・青少年善行表彰は2件
の案件があり、総合文化
祭で表彰を実施した。
・青少年問題協議会本会
議を開催し、あいさつ運
動、啓発活動の推進につ
いて確認し、青少年の非
行問題に取り組む全国強
調月間である7月に、
「毎日きちんと挨拶しよ
う」について、広報で周
知した。また、令和7年
度啓発活動の内容を決定
した。
・地区青少年協議会で
は、各地区で夏季、冬季
の非行防止パトロールを
実施した。

【進捗状況】 【進捗状況】

社会教育課

【目標】 【目標】

インターネットの
適切・安心・安全
な利用の普及啓発

・青少年問題協議会での
議題上程、青少年及び地
区青少年協議会等が関係
する行事で周知及び啓発
活動を実施
・情報モラル教育の推進
・「ＳＮＳ東京ルール」
周知と徹底

・前期の青少年問題協議会本
会議で啓発活動について確認
し、青少年の非行問題に取り
組む全国強調月間である7月
に、「家庭でのインターネッ
トのルール作り」について広
報で周知した。
・「ＳＮＳ東京ノート」を活
用したルールづくりを周知し
ている。また、令和６年度啓
発活動の内容を決定した。
・教育ＩＣＴ担当者連絡会に
て情報モラルに関する研修を
実施している。

・前期の青少年問題協議会
本会議で啓発活動について
確認し、青少年の非行問題
に取り組む全国強調月間で
ある7月に、「家庭でのイ
ンターネットのルール作
り」について広報で周知し
た。
・「ＳＮＳ東京ノート」を
活用したルールづくりを周
知している。また、令和7
年度啓発活動の内容を決定
した。
・みずほストップ22・ＳＮ
Ｓ家庭ルールづくりについ
て、家庭の啓発を図った。
・教育ＩＣＴ担当者連絡会
にて情報モラルに関する研
修を実施している。

Ａ

住民との協働 家庭、地域、学校、団体などの交流により、地域のつながりが生まれる。

【進捗状況】 【進捗状況】

2

・大人、保護者への周知
徹底
・情報モラルに関しての
指導内容は日々変化して
いるため、引き続き情報
収集をすることが必要

Ａ
社会教育課・教育指導課

・青少年問題協議会での
議題上程、青少年及び地
区青少年協議会等が関係
する行事で周知及び啓発
活動を実施
・情報モラル教育の推進
・「ＳＮＳ東京ルール」
周知と徹底

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３２-



（１）　子どもの虐待防止

①子どもの虐待防止

達成度

達成度

支援が必要な子どもと家庭への取組みの推進

住民との協働

【進捗状況】

・関係機関の情報提供を基に、
迅速な児童の安全確認を実施し
ている。(子ども家庭センター
課)
・令和6年10月1日に「子ども家
庭センター」を設置し、児童福
祉部門と母子保健部門の連携強
化に努めた。
・（虐待の早期発見）
　妊産婦への相談支援、乳児家
庭全戸訪問、乳幼児健診等の機
会に、虐待のリスク軽減や早期
発見に努めるとともに、必要時
子ども家庭支援係に情報を提供
している。(健康課)
・（所在不明児童の発見）
　各種母子保健事業で未把握の
乳幼児で、訪問や電話等でも健
康状態が把握できない場合、子
ども家庭支援係に情報を提供し
ている。（子ども家庭センター
課）
・四者協（民生委員、児童相談
所、学校、子ども家庭支援セン
ター等の関係機関による地区連
絡協議会)を10月に開催し、関係
機関相互の連携を図った。令和6
年度は、講演会を開催し、66名
（会場46名、オンライン20名）
の参加があった。その他、案件
が発生した場合は民生委員個々
が相談に応じたり、関係機関に
つなげるなどの対応をしてい
る。(福祉課)
・虐待案件を発見する可能性が
高い学校では、管理職の判断で
子ども家庭支援センターに速や
かに連絡している。（教育指導
課）

施策名

1

2

福祉課・子ども家庭センター課・教育指導課

子ども家庭センター課・関係各課

早期発見と早急な
対応等

要保護児童対策地
域協議会の充実

【進捗状況】

【目標】【目標】 実務者会議を中心として
相互の連携を深めるため
に効果的な実務者会議の
内容を検討

Ｂ

要保護児童対策地域協議会
代表者会議1回開催、実務者会
議2回開催、個別ケース検討会
議20回開催。（令和7年1月末
現在）

要保護児童対策地域協議会
の機能の充実

課題令和５年度 令和６年度

要保護児童対策地域協議会
の機能の充実

【進捗状況】

基本目標５

【目標】

要保護児童対策地域協議会
代表者会議1回開催、実務者会
議3回開催、個別ケース検討会
議21回開催。

・児童虐待の早期発見と早急
な対応
・児童虐待の早期発見と関係
機関との連携
・乳幼児健診時問診票で虐待
関連項目の把握
・乳幼児健診未受診者等の健
康状態の把握
・質問票を利用した、妊産婦
の精神状態の把握と支援
・民生委員へ相談があった場
合の支援体制の強化

Ｂ

【進捗状況】

・児童虐待の早期発見と早急
な対応
・児童虐待の早期発見と関係
機関との連携
・乳幼児健診時問診票で虐待
関連項目の把握
・乳幼児健診未受診者等の健
康状態の把握
・質問票を利用した、妊産婦
の精神状態の把握と支援
・民生委員へ相談があった場
合の支援体制の強化

・子ども家庭支援センターで
は、関係機関の情報提供を基
に、迅速な児童の安全確認を実
施している。
・（虐待の早期発見）
　妊産婦への相談支援、乳児家
庭全戸訪問、乳幼児健診等の機
会に、虐待のリスク軽減や早期
発見に努めるとともに、必要時
子ども家庭支援センターに情報
を提供している。（健康課）
・（所在不明児童の発見）
　各種母子保健事業で未把握の
乳幼児で、訪問や電話等でも健
康状態が把握できない場合、子
ども家庭支援センターに情報を
提供している。（健康課）
・福祉課では、毎年開催の四者
協（民生委員、児童相談所、学
校、子ども家庭支援センター等
の関係機関による地区連絡協議
会)を開催している。関係機関と
の懇談機会を提供し、相互の連
携を図る。その他、案件が発生
した場合は民生委員個々の相談
に応じたり、関係機関につなげ
ている。令和5年度は、ハイブ
リッド方式で開催し、集合は49
名、オンラインは12名の参加が
あった。テーマ「発達障害への
理解を深める」
・学校では、関係機関からの情
報提供を基に、迅速な児童の安
全確認を実施している。
・虐待案件を発見する可能性が
高い学校では、管理職の判断で
子ども家庭支援センターに速や
かに連絡している。（教育指導
課）

・重篤な事案を発生させ
ないように早期発見、早
期対応の意識を関係機関
も含め持ち続ける必要あ
り
・精神疾患合併の妊産婦
や、育児不安を持つ母が
増加しており、これが虐
待につながらないよう、
支援策を充実させたが、
今後も引き続き推進する
ことが必要
・介入時期を逃さないよ
う、対応のマニュアル化
を行っているが、その内
容を全ての職員が理解
し、実行する必要あり
・乳幼児健診等の母子事
業を利用しない家庭の状
況を把握するために、電
話・訪問等の様々な手段
を用いることとなり、多
くの人員と時間が必要
・民生委員の場合、事案
が発生した場合の対応を
あらかじめ確認してお
く。

【目標】

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３３-



（２）ひとり親家庭の自立支援

①自立に向けた支援

達成度

達成度

達成度

施策名

1

2

3

住民との協働

【目標】 【目標】

【目標】

・ホームページのひとり親家
庭支援情報更新及び周知を
行っている。
・西多摩くらしの相談セン
ターとの連携により、経済的
な自立に対する早期支援に繋
げるよう努めている。
・８月の児童扶養手当等の現
況届受付時に、西多摩福祉事
務所及びハローワークによる
就労相談会を2日間開催した
（相談件数18件）。
・「ひとり親家庭応援リーフ
レット」を随時、窓口で配布
している。
・「ひとり親家庭ホームヘル
プサービス事業（子育て応援
課）」「乳がん検診無料受診
（健康課）」を随時受け付
け、実施している。

子ども家庭センター課

児童育成手当等の
給付

子育て応援課

自立支援の拡充

子育て応援課

日常生活の援助お
よび経済的支援

令和５年度

・ファミリー・サポート・
センター事業の周知
・ひとり親家庭ホームヘル
プサービス事業の実施、周
知

・ファミリー・サポート・セ
ンター事業を広く周知するた
め、リーフレット、たより等
を配布した。
・ひとり親家庭ホームヘルプ
サービスについて、広報、窓
口等で適宜周知した。利用件
数：1件

【進捗状況】

・ファミリー・サポート・
センター事業の周知
・ひとり親家庭ホームヘル
プサービス事業の実施、周
知

現況届は郵送でも受付可能と
した。手続漏れによる手当の
未支給を防ぐため、現況届未
提出者には督促通知を送っ
た。また、児童育成手当の給
付に関する事務手続等は滞り
なく行い、適正な執行をする
ことができた。

【目標】

【進捗状況】

【目標】

６月に現況届を郵送により受
け付けた。現況届の未提出者
には、督促通知を送付した。

課題

Ｂ

【進捗状況】

適正な手続処理及び給付

【進捗状況】

令和６年度

【目標】

・ファミリー・サポート・セ
ンター事業を広く周知するた
め、リーフレット、たより等
を配布した。
・ひとり親家庭ホームヘルプ
サービスについて、広報、窓
口等で適宜周知した。
利用件数：12件
相談件数：3件

・関係機関との連携強化
・支援事業の周知

適正な手続処理及び給付

より多くの家庭に周知で
きるように広報、ホーム
ページ、ひばりだより等
の工夫が必要

事務効率化の研究

・関係機関との連携強化
・支援事業の周知

【進捗状況】

【進捗状況】

Ｂ

経済的な自立には就労支
援が重要であり、関係機
関との情報共有及び連携
を継続

Ｂ

・ホームページのひとり親家
庭支援情報更新及び周知を
行っている。
・西多摩くらしの相談セン
ターとの連携により、経済的
な自立に対する早期支援に繋
げるよう努めている。
・８月の児童扶養手当等の現
況届受付時に、西多摩福祉事
務所及びハローワークによる
就労相談会を３日間開催した
（相談件数17件）。
・「ひとり親家庭応援リーフ
レット」を随時、窓口で配布
している。
・「ひとり親家庭ホームヘル
プサービス事業（子育て応援
課）」「乳がん検診無料受診
（健康課）」「学校給食費補
助金（学校教育課）」を随時
受け付け、実施している。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３４-



（２）　ひとり親家庭の自立支援

①自立に向けた支援

達成度

医療証の適正交付

8月に現況届の受付、12
月に一括更新作業及び医
療証の交付を適正に処理
した。

施策名 令和５年度 令和６年度

8月に現況届を受付、12月
に一括更新作業を適正に行
い、滞りなく医療証の発行
をした。また、所得制限限
度額の周知や事務手続等を
適正に行った。

【目標】

Ｂ

【進捗状況】

課題

医療証の適正交付のため
の事務の効率化

【進捗状況】

【目標】

医療証の適正交付

住民との協働

ひとり親家庭等医
療費助成の充実4

子育て応援課

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３５-



（３）　障がいのある子どものための施策の充実

①障がいのある子どもと親への支援

達成度

達成度

相談体制の充実

福祉課

発達障がい等支援
の充実

令和５年度

福祉課・教育指導課

・発達障がい児相談の継続
・保育園等と連携した相談支援
体制の継続
・保育園等職員のスキルアップ

【進捗状況】 【進捗状況】

自立支援協議会等を通じた
相談員のスキルアップと社
会資源の情報共有

・発達障がい児相談の継続
・保育園等と連携した相談支援
体制の継続
・保育園等職員のスキルアップ

【目標】

【進捗状況】

【目標】 【目標】

・保育園等支援（11園）、心理
職による発達障がい児相談を継
続して実施中
・発達障がい児の保護者向け講
演会を10/25に実施し、3月まで
YouTubeで講演内容を配信中
・5～7月全3回で、保育士等を
対象とした勉強会を新たに実施
した。
・発達障がい児の相談支援を実
施する健康課・教育指導課と連
携し、支援が必要な児童の情報
共有を実施した。
・個に応じた適切な指導及び支
援を行う特別支援教育の実施し
た。
・自閉症や情緒障がいのある児
童に向けた特別支援学級の開設
に向けた準備を行っている。

・保育園等支援（9園）、心理
職による発達障がい児相談を継
続中
・発達障がい児の保護者向け講
演会を1/29に実施、今後
YouTubeで講演内容を配信予定
・5～10月全3回で、保育士等を
対象とした勉強会を実施。
・発達障がい児の相談支援を実
施する健康課・子ども家庭セン
ター課・教育指導課等と連携
し、支援が必要な児童の情報共
有を継続中。
・瑞穂おやこの会（障がい児当
事者会）に心理士等を派遣、都
のペアレントメンター派遣を企
画するなど、会の運営に協力
中。
・発達障がい児の相談支援を実
施する健康課・教育指導課と連
携し、支援が必要な児童の情報
共有を実施した。
・個に応じた適切な指導及び支
援を行う特別支援教育の研修会
を実施した。
・自閉症や情緒障がいのある児
童に向けた特別支援学級を開設
し、学校の運営支援を行った。

発達障がい児（その疑い
のある子どもを含む）が
増加し、保育園等、子ど
もを支援する現場職員の
負担が増えている。現場
職員のスキルアップの継
続が必要。
役場関係課及び保育園等
が連携し、障がいの早期
発見と適切な医療や支援
へつなぐ支援を実施して
いるが、必要な支援につ
ながらない方が少数なが
ら存在する。引き続き関
係機関が協力し、保護者
支援を進める必要があ
る。

【目標】

Ａ

・自立支援協議会等を通じ
た相談員のスキルアップと
社会資源の情報共有
・基幹相談支援センターの
設置

【進捗状況】

令和６年度

自立支援協議会生活部会で
相談支援事業所の情報交換
を実施した。
都が実施する相談支援員研
修に協力し、相談支援員の
スキルアップを継続する。
障害福祉サービスを利用す
る児童が増え、相談支援事
業所の不足が課題となって
いるため、新規参入希望事
業所と積極的に話し合い、
誘致に努めている。

施策名

1

2

住民との協働

町だけでなく、周辺自治
体も含め、障害福祉サー
ビスを利用する児童が増
え、相談支援事業所が不
足する傾向にあるため、
相談体制の一層の充実が
必要である。

Ｂ

自立支援協議会生活部会で
相談支援事業所の情報交換
を実施。
都が実施する相談支援員研
修に協力し、相談支援員の
スキルアップを図った。
基幹相談支援センターを10
月に開設、障害児相談を11
月から開始した。新規参入
希望事業所と話し合い、相
談支援事業所の整備への協
力依頼を継続中。

課題

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３６-



（３）　障がいのある子どものための施策の充実

②保育、学習援助と機会の保障

達成度

達成度

達成度

達成度

教育指導課

【目標】 【目標】

【目標】 【目標】

円滑な就学支援の推進 円滑な就学支援の推進

令和５年度 令和６年度

障がい児保育の拡
充

発達障がいのある
子ども等への学習
援助の充実

【進捗状況】

発達障がいのある子ども
への学習支援の充実

【目標】 【目標】

・教育支援補助員配置し
た。
・個に応じた適切な指導及
び支援を行う特別支援教育
の実施した。
・自閉症や情緒障がいのあ
る児童に向けた特別支援学
級の開設に向けた準備を
行っている。

【進捗状況】

特別支援教室専門員を配置
し、特別支援教室の円滑な
運営を実施している。

特別支援教室の円滑な運営

【進捗状況】

・円滑な就学支援の推進を
図る。
・就学支援委員会におい
て、都立特別支援学校の
コーディネーターや医療機
関の専門医に委員として参
加してもらうほか、通園中
の保育園・幼稚園の担当先
生にも参加してもらい、園
での様子を説明してもらう
など、関係機関の協力を得
て実施している。

【進捗状況】

【目標】

・障がい児加算の適正処
理及び要綱周知
・心理士の派遣

【目標】

・障がい児加算の適正処
理及び要綱周知
・心理士の派遣

・障がい児加算対象児童26
人、うち新規対象児童13人
・医療的ケア児1人

【進捗状況】

課題

専門性のある教育支援補
助員の確保が課題

Ａ

更なる保育園・幼稚園と
の連携強化

Ｂ
関係機関の連携強化

Ｂ

発達障がいのある子ども
への学習支援の充実

特別支援教室の円滑な運営

【進捗状況】

【進捗状況】

【進捗状況】

・障がい児加算対象児童22
人、うち新規対象児童11人
・医療的ケア児1人

・円滑な就学支援の推進を
図る。
・就学支援委員会におい
て、都立特別支援学校の
コーディネーターや医療機
関の専門医に委員として参
加してもらうほか、通園中
の保育園・幼稚園の担当先
生にも参加してもらい、園
での様子を説明してもらう
など、関係機関の協力を得
て実施している。

・教育支援補助員を配置し
た。
・個に応じた適切な指導及
び支援を行う特別支援教育
の実施した。
・自閉症や情緒障がいのあ
る児童に向けた特別支援学
級を開設した。

施策名

1

2

子育て応援課

子育て応援課・教育指導課

3

4

障がいのある子ど
もの円滑な就学支
援の推進

特別支援教育の充
実

教育指導課

住民との協働

特別支援教室を利用する
児童・生徒が増加してい
ることから、円滑な実施
が課題

Ｂ

特別支援教室専門員を配置
し、特別支援教室の円滑な
運営を実施している。

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３７-



（１）貧困にかかる支援の推進

①教育、生活、就労、経済的支援の充実

達成度

令和６年度 課題

基本目標６ 子どもの貧困対策

施策名 令和５年度

・ボランティア団体「おひさ
まキッチンの会」が多世代間
交流事業として、朝食を提供
し一緒に食べる活動を支援し
た。令和5年度は瑞穂第一小学
校と第四小学校に加え、新た
に9月から第三小学校で実施し
た。3校とも家庭科室を使用
し、4月から1月の参加者は、
瑞穂第一小学校が203人、瑞穂
第三小学校は116人瑞穂第四小
学校は240人の参加となった。
8月・9月は民間から寄付され
たジェラートを提供した。
・各種手当、医療費助成、就
労支援等を適正に実施してい
る。

・ボランティア団体「おひさま
キッチンの会」が多世代間交流事
業として、朝食を提供し一緒に食
べる活動を支援した。前年度に引
き続き、第一小学校と第三小学
校、第四小学校で実施した。4月
から1月の参加者数は、瑞穂第一
小学校が228人、瑞穂第三小学校
は318人、瑞穂第四小学校は184人
となった。民間団体等から寄付さ
れたジェラート（7・8・9月）、
ソーセージ（9月）・からあげ
（11月）を提供した。地域の拡大
に向けて調整中である。
令和６年１０月、児童手当の抜本
的拡充により、所得制限の撤廃、
対象年齢の拡大等があったが、対
象となり得る世帯に対し通知を行
い周知の徹底を図った。
また、各種手当、医療費助成及び
就労支援等を適正に実施した。さ
らに物価高騰対策に関する給付金
事業（子育て世帯加算。18歳以下
1人当たり50,000円）も適正に実
施した。
住民税非課税世帯：35世帯65人
住民税均等割のみ課税世帯：24世
帯49人

教育、生活、就
労、経済的支援

【目標】 【目標】 ・事業により、関係団体
との様々な事柄の調整。
・ボランティア団体「お
ひさまキッチンの会」が
多世代間交流事業とし
て、朝食を一緒に食べる
活動について円滑に開催
する。

Ｂ

・第一小学校と第四小学校
で開催している「おひさま
キッチン」を側面から支援
し、順調に開催する。ま
た、地域の拡大を目指す。
・ひとり親家庭支援事業を
はじめ、関係機関との連携
により、支援の充実を図
る。

・第一小学校と第三小学
校・第四小学校で開催して
いる「おひさまキッチン」
を側面から支援し、順調に
開催する。また、地域の拡
大を目指す。
・ひとり親家庭支援事業を
はじめ、関係機関との連携
により、支援の充実を図
る。

福祉課・子育て応援課

住民との協働 ボランティア、関係団体との連携強化

【進捗状況】 【進捗状況】

1

【達成度】A：目標を達成　B：おおむね目標を達成　C：若干目標には達せず　D：大幅に目標に達せず　E：検討中及び未実施

-３８-


